
令和7年度   男女共同参画推進事業実施状況シート

Ⅰ　誰もが生き方を尊重するまちづくり

１　”男女がともに歩むまちづくり”に向けた啓発の推進

（１）一人ひとりの個性を理解し尊重する意識の確立

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

1
男女がともに歩むまちづくり基
本条例に基づく啓発冊子等の活
用

男女共同参画推進
室

ホームページへの掲載や、講座、各委
員会、の機会を活かして冊子の紹介お
よび配布等を継続して行い、条例の周
知を行います。

講座の実施時に啓発冊子（概要版）を
配布しました。

【問題点・課題】
本年度実施した市民意識調査におい
て、「福津市男女がともに歩むまちづ
くり基本条例」の認知率は、『内容を
知っている』が5.4％、『聞いたこと
があるが内容は知らない』が
36.8％、これらを合わせても
42.2％に留まった。
 【今後の工夫】
まずは、本条例の存在を知ってもらう
ため、ホームページ等での冊子の紹
介を徹底していきます。

本条例の周知のために、ホームページ
への掲載やイベント・講座・各委員会の
機会を活かして冊子の紹介および配布
等を継続して行います。
また、啓発冊子の新規配布先も検討し
ます。

2
男女共同参画宣言都市関連事
業の充実

男女共同参画推進
室

「男女がともに歩むまちづくり」の周
知・啓発のため、９月に都市宣言記念
講演会を開催します。

 ９月20日（土）に都市宣言記念講演
会を開催しました。定員４０名のところ
27名の参加がありました。広報紙、
ホームページの他にFacebook、ＬＩＮ
Ｅを使っての周知を行いました。講師
は、認定ＮＰＯ法人日本BPW連合会
副理事長　神﨑　智子さん。
参加した市民は、ジェンダー・バイアス
のことを分かりやすく説明してもらいこ
れからの人生設計を考えるきっかけに
なったという感想が聞かれました。

【問題点・課題】
　継続して多くの市民に参加していた
だくこと。

【今後の工夫】
多くの市民に参加いただけるよう、
テーマや講師の選考を早期に検討
し、魅力的で、効果的なお話をしてい
ただける講師に依頼をします。引き続
き、広報活動も工夫します。

「男女がともに歩むまちづくり」の周知・
啓発のため、９月に都市宣言記念講演
会を開催します。

3 男女共同参画資料・図書の充実
男女共同参画推進
室

男女共同参画指導員会議に参加する
園を対象に、子ども達に「男女共同参
画」のメッセージを伝えられる絵本を
市図書館と連携して、配布する取り組
みを継続して行います。

　福津市内の幼稚園・保育園17園に
男女共同参画を伝える絵本を２冊配
布しました。絵本の選定にあたっては、
各園から一冊ずつ提案してもらい、そ
の中から、実際に読んでいただいた上
で選定しました。また、この取り組みを
保護者配布用のチラシ「にじいろ」に
紹介しました。

【問題点・課題】

各園から提案していただく絵本の中
には男女共同参画の内容とはあまり
関連のないものもありました。

【今後の工夫】
今後も、絵本の提案依頼時に男女共
同参画の趣旨をしっかりと伝えていき
ます。また、絵本選定時は、引き続き、
男女共同参画指導員の先生方に本
の現物を読んでいただいたうえで選
定を行います。

男女共同参画指導員会議に参加する
園を対象に、子ども達に「男女共同参
画」のメッセージを伝えられる絵本を市
図書館と連携して、配布する取り組みを
継続して行います。

3 男女共同参画資料・図書の充実 郷育推進課
引き続き、関連資料の収集に努めま
す。

関連資料は新刊図書を中心に収集し
ました。市立図書館では、男女共同参
画推進月間に特集コーナーで関連図
書の展示と貸出を行っています。

【問題点・課題】
常に新しい情報を提供するために継
続的に新刊図書を収集する必要があ
ります。
【今後の工夫】
新刊選書の際には、常に関連図書に
も気を配り収集に努めます。

引き続き、関連資料の収集に努めます。

資料4-②
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4
広報やホームページによる啓発
の充実

男女共同参画推進
室

ホームページとライン、フェイスブック
等を積極的に活用し、多くのかたに見
ていただき、かつ、誰もが理解しやす
く、関心を持っていただけるような情報
発信を行います。

　広報紙・ホームページ、ライン、フェイ
スブックを活用して、事業の周知や啓
発を行いました。

【問題点・課題】
誰もが理解しやすく、関心を持ってい
ただけるような情報発信。

【今後の工夫】
チラシの掲載など視覚的に分かりや
すい表現による情報発信を行いま
す。

ホームページとライン、フェイスブック等
を積極的に活用し、多くのかたに見てい
ただき、かつ、誰もが理解しやすく、関心
を持っていただけるような情報発信を
行います。

（２）家庭・地域における男女共同参画の意識づくり

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

5 家庭への意識啓発の充実 郷育推進課

郷育カレッジでは引き続き、子育て分
野の講座や男女共同参画に関する講
座を取り入れ、市民への意識啓発を
図ります。

郷育カレッジにおいて子育て分野及び
男女共同参画に関する講座を６講座
実施しました。参加者数はのべ64名
で、いろんな意見や考えを聞けて有意
義だった、子ども達と楽しく話せてよ
かったなどの感想がありました。

【問題点・課題】
特になし
【今後の工夫】
引き続き、興味を引く講座設定に取り
組み、PR方法やメニューの表記を工
夫して開催したいと思います。カレッ
ジのオンライン化（リモートなど）も検
討していきます。

郷育カレッジでは引き続き、子育て分野
の講座や男女共同参画に関する講座を
取り入れ、市民への意識啓発を図りま
す。

6
妊婦やその家族を対象とした講
座の実施

子育て世代包括支
援課

令和7年度も継続して計６回の講座を
予定している。
引き続き講座内で積極的に参加者へ
アプローチするとともに、要支援対象
者がいた場合は、講座に限らず課内
で共有し支援を継続することで、安心
して出産、子育てできる環境を整える。

プレママパパ講座は、妊娠中の過ごし
方やお産に向けた準備の機会であり6
回開催、参加率は34.7％。
沐浴の体験や抱っこ・おむつ替え体
験、妊婦体験等を通して、初産婦とそ
の家族の妊娠中から産後の素朴な疑
問に対して保健師・助産師がその場で
対応しており、不安の解消と出産前の
最終確認につながっている。
”妊婦は出産経験あり、夫・パートナー
が初めての子”という夫婦もいたが、
参加できる内容は他の参加者と同様
に講座を受けていただき、必要な部分
では個別に相談対応するなど配慮をし
た。

【問題点・課題】
プレママパパ講座の予約が取れない
方がいる。

【今後の工夫】
予約が満員の場合は午後の個別対
応や、別日に訪問や来所で対応す
る。

令和８年度も継続して６回の開催を予
定している。
引き続き、講座内で参加者の様子を伺
いながら支援をするとともに、要支援者
がいた場合は講座での様子を課内で
情報共有してその後の支援につなげ、
安心して出産・子育てできる環境を整
える。
また、ひとり親の方や夫・パートナーに
とって初めての子の場合の参加にも対
応できるよう配慮する。

7 地域への意識啓発の充実
男女共同参画推進
室

郷づくり推進協議会に協力を仰ぎ、男
女共同参画地域推進委員への参加を
依頼します。また、委員には、地域にお
いて「男女がともに歩むまちづくり」が
浸透するように働きかけていただくた
め、継続して研修の機会等を設けま
す。研修時等に、推進委員と情報交換
を行い、それぞれの地域の実情を把握
します。

今年度は、男女共同参画地域推進員
を中心に８つの地域郷づくりの方々
（男女各一名）にイベントへの参加を
呼びかけ、「男女共同参画視点の災害
対応力向上講座」に参加しました。

【問題点・課題】
参加者は、推進員の代理も含め14
名だった。多くの地域で、誰か一人は
参加していただいたが、代理の方の
出席も無かったのは残念でした。
【今後の工夫】
不参加の理由の研究が必要。開催案
内は、1か月以上前に行ったが、開催
時期の検討や開催場所が遠距離で
あった事は反省材料となります。

引き続き郷づくり推進協議会に協力を
仰ぎ、男女共同参画地域推進委員を男
女各一名推薦していただくよう依頼しま
す。また、委員には、地域において「男
女がともに歩むまちづくり」が浸透する
ように働きかけていただくため、継続し
て研修の機会等を設けます。その他、各
種イベントや講座への参加終了後に
は、各地域（郷づくり協議会）において、
男女共同参画の推進をしていただくこ
とを再度かつ直接依頼します。

7 地域への意識啓発の充実 郷育推進課

今後も引き続き、出前講座や郷育カ
レッジのメニューに男女共同参画を
テーマとする講座を取り入れます。
また、市民が親しみやすく、興味を引く
ようなメニュー表の作成と広報を行
い、講座実施を促します。

出前講座は、男女共同参画に関する
講座を１講座設け、１団体の申込があ
り実施しました。郷育カレッジでは、当
分野の講座を２講座実施しました。の
べ33名参加し、人権について色々な
考え方があり良い勉強になったなどと
の感想でした。

【問題点・課題】
特になし
【今後の工夫】
アンケート結果は良好だったので、引
き続き、興味を引く講座設定を行い、
ＰＲ方法やメニューの表記を工夫する
などして、参加者を増やしていきま
す。

今後も引き続き、出前講座や郷育カ
レッジのメニューに男女共同参画を
テーマとする講座を取り入れます。
また、市民が親しみやすく、興味を引く
ようなメニュー表の作成と広報を行い、
講座実施を促します。
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２　就学前・学校教育における男女共同参画の意識づくり

（１）児童・生徒への男女共同参画教育の推進
事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

8
小・中学校における男女平等教
育の推進

男女共同参画推進
室

男女平等教育推進委員を通じて、市
内小学校における「男女共同参画学
習資料」の積極的な活用を依頼しま
す。特に、一行詩の作成における事前
学習には、この資料の活用は有効で
あると考えますので、継続して働きか
けます。有効な活用実績があれば、随
時紹介していきます。

  男女平等教育推進委員会を今年度
は年間２回開催し、男女共同参画推進
室が取り組んでいる事業について説
明しました。各学校に一行詩の取り組
みや男女共同参画学習資料や内閣府
作成の男女共同参画をテーマとした小
学生、中学生向けの副教材資料を
データで共有し、積極的な活用を依頼
しました。年度末には男女共同参画推
進状況報告書を提出していただき、各
学校での取り組みについてご報告い
ただきました。各学校、学年に応じて、
様々な学習資料や学習の機会を活用
して、男女共同参画への取り組みが実
施されていました。
　今年度は、委員会の中で、各学校の
取組状況について紹介したり、情報交
換していただく時間を設けるなど、今
後の教育展開につなげる工夫を行い
ました。

【問題点・課題】
各学校での取組内容の共有と、今後
の取組への展開。

【今後の工夫】
各学校での取組についての紹介や、
情報交換等を継続して行い、今後の
取組の参考にしていただきます。

男女平等教育推進委員を通じて、男女
共同参画一行詩の取組と、小学校にお
ける「男女共同参画学習資料」の積極
的な活用を依頼します。また、各学校で
の取組内容を共有し、今後の取組につ
なげます。

8
小・中学校における男女平等教
育の推進

学校教育課

市内小中学校の職員で構成する「男
女平等教育推進委員」を中心に、特別
の教科「道徳」において異性について
理解を深めたり、人権学習において男
女平等について学ぶ機会を設けたりし
ていきます。また、全教職員が学校生
活全体において、意識的に個人の尊
厳及び人権尊重の理念に基づく男女
平等教育に取り組めるよう意識啓発
し、授業だけでなく、キャリア教育、学
校行事や委員会活動、部活動等全て
の教育課程の中で取り組んでいける
よう、総合的に推進します。

市内小中学校の職員で構成する「男
女平等教育推進委員」を中心に、特別
の教科「道徳」において、各学年の実
態に即した異性について理解を深め
たることができた。また、各校の担当者
が集まる福津市人権・同和教育研究
協議会において、全教職員が意識的
に個人の尊厳及び人権尊重の理念に
基づく男女平等教育に取り組めるよう
意識啓発し、授業だけでなく、全ての
教育課程の中で取り組んでいけるよ
う、総合的に推進した。

【問題点・課題】

 人権学習における男女平等教育を
実施することについては、各学級で
格差がある。

【今後の工夫】
　各校の人権担当者を中心に、各学
級に浸透するよう男女平等教育の推
進を図るよう促し、よい実践について
は広げていけるようにする。

市内小中学校の職員で構成する「男女
平等教育推進委員」を中心に、特別の
教科「道徳」において異性について理
解を深めたり、人権学習において男女
平等について学ぶ機会を設けたりして
いきます。また、全教職員が学校生活全
体において、意識的に個人の尊厳及び
人権尊重の理念に基づく男女平等教
育に取り組めるよう研修等において意
識改革や啓発を行い、全ての教育課程
の中で取り組んでいけるよう、推進しま
す。

9
男女共同参画の視点に基づく保
育・幼児教育の推進

男女共同参画推進
室

男女共同参画指導員を通じて、幼稚
園・保育所における「男女がともに歩
むまちづくり」の浸透が進むように、絵
本を活用した取り組みを依頼していき
ます。保護者に向けた働きかけとして
は、指導員紹介チラシを継続して作成
します。

　男女共同参画指導員会議を年間２
回開催しました。指導委員会の中で、
男女共同参画に関する絵本の選定を
行いました。選定した絵本２冊は、福津
市内の幼稚園・保育園１７園に配布し
て、園での読み聞かせに活用してもら
い、その後は園で自由に読んだり、家
庭へ貸し出されたりしています。年度
末には男女共同参画の取り組みや絵
本の活用状況についてご記入いただ
いた報告書を提出していただきました。
また、会議の中で、保護者配布用のチ
ラシ「にじいろ」の作成に取り組み、保
育園・幼稚園で行う男女共同参画の
取り組みについて、周知・啓発を行い
ました。チラシ内で、２園の指導員の先
生方に、男女共同参画に関するコラム
を執筆いただきました。

【問題点・課題】
保護者配布用チラシ「にじいろ」の内
容充実
　
【今後の工夫】
引き続き、指導員の先生に、保護者
配布チラシでの男女共同参画に関す
るコラムの執筆を依頼します。また、
具体的な取組事例についてもチラシ
内での紹介を検討します。

男女共同参画指導員を通じて、幼稚
園・保育所における「男女がともに歩む
まちづくり」の浸透が進むように、絵本
を活用した取り組みを依頼していきま
す。保護者に向けた働きかけとしては、
指導員の活動について紹介するチラシ
を継続して作成します。
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9
男女共同参画の視点に基づく保
育・幼児教育の推進

こども課

（大和）
男女共同参画の視点に基づいた保
育・教育を日常的に行い、子どもや保
護者に対し、男女共同参画や人権尊
重の意識を啓発していきます。

(大和）日常の保育の中で、全員「ちゃ
ん」で名前を呼ぶことや男女関係なく
おもちゃや色、劇の配役等を選べる環
境を整えている。定期に男女共同参画
絵本の貸し出しを行い延べ人数80名
の貸し出しがあった。また、各クラスで
絵本の読み聞かせを行った。

【問題点・課題】
男女共同参画絵本の貸し出しについ
ての保護者の思いや意見まで聴くこ
とができなかった。

【今後の工夫】
アンケートを貸出期間終了後に取る
などしていきたい

（大和）
男女共同参画の視点に基づいた保育・
教育を日常的に行い、子どもや保護者
に対し、男女共同参画や人権尊重の意
識を啓発していきます。

9
男女共同参画の視点に基づく保
育・幼児教育の推進

学校教育課

男女共同参画指導員を中心とし、幼
稚園と連携を取りながら、男女平等並
びに人権尊重の意識の芽生えを培う
幼児教育の実践を行い、そのことを保
護者や地域へ発信し、理解を得られる
ように進めていきます。

日常の学びや生活、圓行事を通して教
師が気付いた環境構成や援助を行っ
ていくことで、幼児に性差の認識やそ
れを踏まえた上での男女平等への意
識の芽生えが見られた。また保護者に
は、内容の充実した新聞を作成し、発
信することができた。

【問題点・課題】
幼稚園での学びが小学校へのつな
がるような、保幼小の連携。
【今後の工夫】
保幼小連携推進会議において、男女
平等への意識を高める園児の姿を共
有し、円滑な接続を推進する。

男女共同参画指導員を中心とし、幼稚
園と連携を取りながら、男女平等並び
に人権尊重の意識の芽生えを培う幼児
教育の実践を行い、そのことを保護者
や地域へ発信し、理解を得られるように
進めていきます。またその学びが円滑に
小学校につながるような仕組みをつく
ります。

10
学校教育における男女共同参
画関連事業の実施

男女共同参画推進
室

男女平等教育推進委員および市内の
高校に協力をいただき、「男女がとも
に歩む一行詩」の取り組みを行いま
す。
また、デートＤＶ防止のための講座を、
市内の高校に協力していただくよう依
頼します。内容については前年度のア
ンケート結果を参考にしながら、学校、
講師側と打ち合わせをし、行っていき
ます。
内容やオンラインを含めた実施方法に
ついては、学校や講師と調整しなが
ら、効果的な講座となるようにします。
（手元のタブレットの方が集中しやす
い傾向の学年等配慮します）

「男女がともに歩む一行詩」を市内の
全小・中・高校で取り組んできただき、
優秀作品を広報紙に掲載し、人権講
演会で表彰しました。
デートＤＶ防止講座は市内の全高校
（２校）に実施の打診を行い、１校から
実施希望があり、３月に講座を実施し
ました。学校と話し合い、オンラインで
はなく、体育館での実施としましたが、
講師に、実際に生徒がシナリオを読む
ロールプレイングも取り入れていただ
いたことで参加型の部分もあり、講座
に集中していただけました。

【問題点・課題】
デートDV講座は、市内高校全校での
実施に至らなかった。

【今後の工夫】
依頼の際は、講座の趣旨を理解いた
だけるよう、説明を行います。

男女平等教育推進委員および市内の
高校に協力をいただき、「男女がともに
歩む一行詩」の取り組みを行います。
また、デートＤＶ防止のための講座を、
市内の高校に協力していただくよう依
頼します。依頼の際は、講座の趣旨を理
解いただけるよう、説明を行います。

（２）教育・保育関係者への意識啓発の充実
事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

11 教育・保育関係者への意識啓発
男女共同参画推進
室

男女平等教育推進委員会および男女
共同参画指導員会の会議を通じて、
先生方に向けて男女共同参画関連の
情報提供などを行いながら、「男女が
ともに歩むまちづくり」の理念への理
解に向けての協力を継続してお願いし
ていきます。市内小中学校の先生と打
ち合わせをし、パネル設置に向けて準
備していきます。

　会議を通じて、市の取り組みを説明し
たり、市が実施する講演会や講座など
を紹介し、参加を促しました。
　講座のチラシは毎回、市内学校、幼
稚園、保育園に送付しています。
　学校でのパネル設置には至っていま
せんが、講座時にPRとして都市宣言
のパネルやのぼり旗を掲示しました。
　会議を通じて男女共同参画関連の情
報提供や、先生方の取組の情報交換
をしていただき、さらに、実践していた
だいた内容を報告書として提出してい
ただきました。

【問題点・課題】
主体的な参画を促す仕組みづくり

【今後の工夫】
継続して市と教育・保育関係者との
情報交換や、教育・保育関係者の取
組内容の共有を行い、主体的な参画
を促します。

男女平等教育推進委員会および男女
共同参画指導員会の会議を通じて、先
生方に向けて男女共同参画関連の情
報提供などを行いながら、「男女がとも
に歩むまちづくり」の理念への理解に
向けての協力を継続してお願いしてい
きます。相互に情報交換を行い、主体的
な参画を促します。

11 教育・保育関係者への意識啓発 こども課

（大和）
年に２回行われる男女共同参画指導
員会議の後に、会議で報告し、男女共
同参画の取り組みについて職員（保
育士・看護師・栄養士・給食調理員）
に伝えていきます。

（大和）週に1度行われる職員会議の
中で指導員会議の報告を行い、男女
共同参画の取り組みについて伝えた。

【問題点・課題】
子ども一人ひとりに合わせた声掛け
を行っていくという点では、園内研修
等を行い、共通認識をもって保育が
できている。その結果、男女関係なく
という価値観も自然とあるが、全員が
同じように捉えらえているかは分から
ないところがある。
【今後の工夫】
男女共同参画についても研修の中な
どで直接話ができる機会をつくって
いきたい

（大和）
年に２回行われる男女共同参画指導員
会議の後に、会議で報告し、男女共同
参画の取り組みについて職員（保育
士・看護師・栄養士・給食調理員）に伝
えていきます。

4



11 教育・保育関係者への意識啓発 学校教育課

市内小中学校全員研修会や、各中学
校ブロックごとの人権研修会におい
て、男女共同参画における情報提供、
案内等を行うとともに、市や県の人権
教育研修会において、教育関係者へ
の意識啓発を行っていきます。

市内や県内の人権教育研修会やイベ
ントなどで広く情報共有を行うととも
に、研修会を通じて、教育関係者への
意識啓発も行った。

【問題点・課題】
増加する若年教員に対する意識啓発
と理解の浸透。
【今後の工夫】
各校の担当者がまず意識できるよう
働きかけていく。

市内小中学校全員研修会や、各中学校
ブロックごとの人権研修会において、男
女共同参画における情報提供、案内等
を行うとともに、市や県の人権教育研修
会において、すべての教育関係者への
意識啓発を行っていきます。

12
男女平等教育
推進状況の把握

男女共同参画推進
室

男女共同参画指導員、男女平等教育
推進委員を通じて、幼稚園・保育所・
小学校・中学校における取り組みを年
度末に報告していただくように依頼し
ます。

　各幼稚園・保育園および学校での取
り組み状況について、年度末に報告書
が提出されました。報告書により、各
園、各学校で工夫をしながら男女共同
参画に取り組まれていることが分かり
ました。
　報告内容については、各会議の中
で、紹介して、今後の取組の参考とし
てもらいました。

【問題点・課題】
会議等での情報交換により、新たに
始めた取組があっても把握しにくい

【今後の工夫】
情報交換等による取組の展開を把握
できるよう報告書の内容の検討を行
います。

男女共同参画指導員、男女平等教育
推進委員を通じて、幼稚園・保育所・小
学校・中学校における取り組みを年度
末に報告していただくように依頼しま
す。
報告内容を共有し、取組の展開につな
げます。

12
男女平等教育
推進状況の把握

学校教育課

学級づくり推進担当者にて、親和的な
学級集団づくりの在り方について研修
を行い、道徳や特別活動などの学習
時間に望ましい人間関係に関する内
容が計画・実践・評価されているかど
うかを、学校訪問や教育課程実施状
況調査を通じて確認し、指導や意識の
共有化を行います。

学級づくり推進担当者にて、親和的な
学級集団づくりの在り方について研修
を実施し、親和的な学級集団づくりの
推進が図れた。道徳や特別活動など
の学習時間に望ましい人間関係に関
する内容が計画・実践・評価されてい
るかどうかを、教育課程実施調査や学
校訪問等において確認した。どの学校
も適切に位置づけられていた。

【問題点・課題】
親和的な学級集団づくりがどれだ
け、推進されたのかを見取る指標が
なかったため、取組の検証改善が図
りにくかった。
 【今後の工夫】
WebQ-Uアンケートを活用して、親
和的な学級集団づくりの推進状況を
図る。

学級づくり推進担当者にて、親和的な
学級集団づくりの在り方について研修
を行い、道徳や特別活動などの学習時
間に望ましい人間関係に関する内容が
計画・実践・評価されているかどうか
を、学校訪問で実際の姿を確認すると
ともに、WebQ-Uアンケートを活用し
て、親和的な学級集団づくりの推進状
況の変容を見取っていく。

13
男女共同参画に関する学習資
料の活用

男女共同参画推進
室

男女平等教育推進委員を通じて小・
中学校における学習資料の活用を依
頼していきます。また、内閣府作成の
小学生用、中学生用の男女共同参画
をテーマにした副教材を紹介します。
有効な活用事例等があれば、紹介し
ていきます。
委員会の時に一行詩選定について依
頼をしていきます。

男女平等教育推進委員を通じて小・
中学校における学習資料の活用を依
頼しました。また、内閣府作成の小学
生用、中学生用の男女共同参画を
テーマにした副教材を紹介しました。
活用事例の紹介や先生方同士の情報
交換を行いました。
一行詩選定の依頼も行い、一行詩取
組前の学習資料による学習を推奨し
ました。

【問題点・課題】
学習資料の活用状況の学校間での
共有。
 

【今後の工夫】
引き続き、活用事例の紹介や情報交
換の場を設けます。

男女平等教育推進委員を通じて小・中
学校における学習資料の活用を依頼し
ていきます。また、内閣府作成の小学生
用、中学生用の男女共同参画をテーマ
にした副教材を紹介します。有効な活
用事例の紹介や情報交換の場を設け
ていきます。

13
男女共同参画に関する学習資
料の活用

学校教育課

市主催の人権同和教育担当者連絡協
議会にて、人権教育の学習資料を意
図的、計画的に活用していくように働
きかけます。また、実践ができているか
を学校訪問を通じて確認し、指導を行
います。

市主催の人権同和教育担当者連絡協
議会にて、人権教育の学習資料を意
図的、計画的に活用していくように働
きかけることができた。また、系統的に
学習が進めているかについて、各中学
校ブロックにおいて協議をすることも
できた。

【問題点・課題】
男女共同参画の視点を組み込む仕
組みの構築についてまだ課題があ
る。
【今後の工夫】
人権同和教育研究協議会において、
視点の意識をもたせる。

市主催の人権同和教育担当者連絡協
議会にて、人権教育の学習資料を意図
的、計画的に活用していくように働きか
けます。また、「男女共同参画」の視点
が盛り込まれているかの確認を行い、
的確に実施されているか、学校訪問等
で確認、支援していきます。

Ⅱ　みんなが支えあう地域づくり

１　市民共働による地域づくりの促進

（１）男女共同参画の視点に立った慣習・慣行の見直し
事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

14
地域活動を担う団体への啓発推
進

男女共同参画推進
室

男女共同参画地域推進委員などを通
じて、市の出前講座の利用を促した
り、「綸りん」と連携・協力を依頼し、啓
発の機会を確保していきます。

男女共同参画地域推進委員などを通
じて、市の出前講座の利用を促しまし
た。「綸りん」と連携・協力を依頼し、講
座を行いました。
また、男女共同参画地域推進員に各
種講座への参加を呼びかけ参加して
いただきました。

【問題点・課題】
地域の男女共同参画の推進につな
がる講座内容

【今後の工夫】
地域推進員と共に、地域の課題を探
り、課題解決に向けて考えるきっかけ
としてもらえる講座にします。

市の出前講座の内容を、地域の問題に
ついて考えるきっかけとなる内容に、ま
た、身近で親しみやすい内容となるよう
にします。
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15
「男女共同参画地域推進員」と
の共働

男女共同参画推進
室

男女共同参画地域推進委員などを通
じて、市の出前講座の利用を促した
り、「綸りん」と連携・協力を依頼し、啓
発の機会を確保していきます。

男女共同参画地域推進員などを通じ
て、市の出前講座の利用を促しまし
た。「綸りん」と連携・協力を依頼し、講
座を行いました。
また、男女共同参画地域推進委員に
各種講座への参加を呼びかけ参加し
ていただきました。

【問題点・課題】
各郷づくりから、男女２名の男女共同
参画地域推進員を推薦いただいてい
るが、郷づくり推進協議会から、男女
共同参画地域推進員に限らず、人員
の確保が難しくなっている現状があ
ると聞いている

【今後の工夫】
男女共同参画地域推進員の活動の
重要性や趣旨を理解していただき、
今後も活動を継続いただけるよう、説
明を行います。

男女共同参画地域推進員の活動の重
要性や趣旨を理解していただき、今後
も活動を継続いただけるようにします。
男女共同参画地域推進委員などを通
じて、市の出前講座の利用を促します。

（２）地域活動・交流の促進
事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

16 男性を対象にした講座の実施
男女共同参画推進
室

「プレパパ講座」を子育て世代包括支
援課と連携して行います。終了後に会
議を行い、その都度、実施したことにつ
いて見直しを行い次回からの講座に
反映させていきます。今後も取り組み
を継続し、啓発していきます。

今年度も「プレママ講座」に合わせて
「プレパパ講座」を計6回実施し、男性
の育児参画の必要性を伝えることがで
きました。
アンケート結果も『想像以上に充実し
た内容、夫も実感がわくことができて
良かった』など、ほとんどの方が講座
内容に満足されていました。

【問題点・課題】
事業概要に、「（男性を対象に）世代
間交流にも取り組みます」とあるが、
その点はなかなか取り組みが難しっ
た。
 
【今後の工夫】
「プレパパ講座」の中で自己紹介は
行われているので、男性の妊婦体験
等において、まずは同世代間の交流
から始めます。

「プレパパ講座」を子育て世代包括支
援課と連携して行います。終了後に会
議を行い、その都度、実施したことにつ
いて見直しを行い次回からの講座に反
映させていきます。今後も取り組みを継
続し、啓発していきます。

16 男性を対象にした講座の実施 いきいき健康課
・料理教室の参加率50％以上を目指
す。

・男性料理教室は年2回、食生活改善
推進会に委託して実施。広報、市公式
LINE、図書館にチラシを設置し周知
を行うも、参加率は37.5％であり目
標達成できなかった。
・参加者のアンケートでは「家でもでき
そうなのでやってみたい」「楽しくて有
意義な時間だったのでまた来たい」と
いった声が多かった。

【問題点・課題】
参加率が低い

【今後の工夫】
参加しやすい環境を作るため、申込
方法については従来の電話申込に
加えてWEB申込を導入し、利便性の
向上を図る。また、平日参加が難しい
方にも参加していただけるよう開催
日を土曜日とし、過去参加者が多く
好評であった魚さばきをテーマとする
ことで参加意欲の向上につなげる。

・料理教室の参加率50％以上を目指
す。

17
「ふくつ男女共同参画協議会
（綸りん）」との共働

男女共同参画推進
室

「綸りん」が取り組む「クロスロード
ゲーム」の運営を引き続き支援し、協
力体制を構築して地域における「男女
がともに歩むまちづくり」の浸透を行
います。

５月の地域推進委員会や、９月の令和
７年度新規採用職員研修の中で、「綸
りん」の方たちに、「クロスロードゲー
ム」をしていただきました。
「綸りん」の方たちは自主的に講座内
容を検討されていました。

【問題点・課題】
特にありません。

【今後の工夫】
引き続き、講座等での「クロスロード
ゲーム」の実施など「綸りん」と共働
を行います。

「綸りん」が取り組む「クロスロードゲー
ム」の運営を引き続き支援し、協力体制
を構築して地域における「男女がともに
歩むまちづくり」の浸透を行います。
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18 ボランティア活動支援の拡充 地域コミュニティ課

１．市未来共創センターのコーディ
ネート力向上
総合窓口を務める市職員と、専門的な
相談役を務めるNPO法人（業務の一
部受託）との連携を強化しながら、セ
ンター全体でのコーディネート力を強
化します。

２．情報収集力の強化
センターへ届く情報のみならず、積極
的にセンター外に出向き、市内外の関
連情報収集に努めます。

３．継続的な施設情報発信
市の有するメディア、センターのホーム
ページ・SNSを用いて、情報発信を継
続します。

1.未来共創センター職員のコーディネート力を

向上させるため、相談対応の研修を実施した。

センターへの相談対応件数は延べ308件（Ｒ

8.2月末現在/昨年度339件）となった。

2.情報収集力に関しては、登録団体や郷づくり

の情報をはじめ市民活動情報の収集強化に努

めた。その他、市内で市民活動をされている団

体へのヒアリングも実施した（２月末現在.計

119件）。

3.未来共創センターの施設をより多くの市民

に発信するため、広報特集やＳＮＳ等で延べ

349件（Ｒ8.２月末現在）発信した。また、Ｒ

6.1月より開始した「ふくつプレイヤーズ（セン

ター公式ＬＩＮＥ）」の登録者は、666名（Ｒ8.2

月末現在/昨年度506名）に情報を定期発信

している。

上記に加え、以下のことも実施した。

≪郷づくり関係≫事務局員会議で、センター概

要やイベント・助成金をはじめとする情報共有

を行った。代表者会議にて、協議会代表者を対

象にキッカケラボの使い方を紹介した。

≪自治会関係≫年度はじめの地域自治活動ハ

ンドブックへ登録団体情報の掲載を行った。

【問題点・課題】
昨年度と比較すると、未来共創セン
ターの認知度が向上しているものの、
まだ市民への認知度が低い。

情報収集力に関して、職員が他施設
に出向くこともあるが、特にボラン
ティア情報に関しては、センターの拠
点へ届く情報待ちになっている傾向
がある。

【今後の工夫】
未来共創センターへの相談は数の増
加に加え、相談内容も多様化してい
る。そのため、職員のコーディネート
力のさらなる向上が必要となってい
る。

１．市未来共創センターのコーディネー
ト力向上
総合窓口を務める市職員と、専門的な
相談役を務めるNPO法人（業務の一
部受託）との連携を強化しながら、セン
ター全体でのコーディネート力を強化し
ます。

２．情報収集力の強化
センターへ届く情報のみならず、より積
極的にセンター外に出向き、市内外の
関連情報収集に努めます。

３．継続的な施設情報発信
市の有するメディア、センターのホーム
ページ・SNSを用いて、情報発信を継
続します。

２　男女共同参画の視点に立った地域防災の促進【新】

（１）地域での防災体制の充実
事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

19 地域での支え合い体制の整備 防災安全課

一斉防災訓練を継続し、市民参加の
機会を増やすことにより、自助、共助
の大切さを理解し、地域内で助け合う
環境づくりを進めます。

11月に一斉防災訓練を実施し、昨年
度に比して参加者が11.6％増加し
た。
また、3月に防災消防フェスを開催し、
市民の防災意識の高揚及び消防団活
動への理解促進を図ることができた。

【問題点・課題】
・防災訓練においては、地区によって
参加率の偏りがある。
・情報発信の時期の遅れや、他イベ
ントとの競合により、参加者の伸びが
少なかった。
【今後の工夫】
・様々な情報発信手段を活用し、訓
練やイベントの実施について認識度
を高める。
・スケジュール管理に具体性を含ま
せ、より実効性の高い計画を立案す
る。

一斉防災訓練をはじめとした防災に関
わる機会を通じて、自助、共助の大切さ
を理解し、地域内で助け合う環境づくり
を進めます。

20 女性消防団の充実 防災安全課

女性消防団をPRし、市主催の訓練以
外に活躍の場を広げ、女性が地域防
災の担い手として活躍できる防災組
織の充実を図ります。

全市一斉防災訓練や郷づくり主催の
お祭りなどで、救命救急講習活動を
行った。

【問題点・課題】
団員数が減少しているため、規模が
大きいイベントなどでは、活動が難し
くなって来ている。
【今後の工夫】
団員数の確保

女性消防団の存在、活動をよりPRし、
女性がより地域防災へ参画できる防災
組織の充実を図ります。

３　国際理解・交流の推進

（１）国際的視野を持った人材の育成

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見
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21
国際規範・基準に関する学習機
会の充実

男女共同参画推進
室

郷育カレッジ講座や出前講座の中で、
国際的に見た日本の男女共同参画や
福津市の状況について取りあげ、参加
者の気付きを促すような講座運営が
できるように、継続していきます。
小中学校の先生で構成される平等教
育委員会の中や幼・保育園の先生で
構成される男女共同参画指導員会の
中でジェンダーの働きかけを行ってい
きます。

郷育カレッジ講座や出前講座、小中学
校の先生で構成される平等教育委員
会や幼・保育園の先生で構成される
男女共同参画指導員会の中で国際的
に見た日本の男女共同参画の状況に
ついて取りあげました。

【問題点・課題】
 ジェンダーギャップ指数など、初見
のグラフ等で、理解が難しい場合が
あるようでした。

【今後の工夫】
講座では分かりやすい表現や図を使
用して説明します。

郷育カレッジ講座や出前講座、小中学
校の先生で構成される平等教育委員
会や幼・保育園の先生で構成される男
女共同参画指導員会の中で国際的に
見た日本の男女共同参画の状況につ
いて取りあげ、国際的な視野での男女
共同参画の理解を促進します。

22
女性海外研修事業の周知・参加
促進

男女共同参画推進
室

「女性研修の翼」事業はすでに終了し
ていますので、海外研修事業の機会は
現状としてありませんが、市内の「翼
の会」のメンバーと協力しながら、男女
共同参画の周知・啓発に引き続き、取
り組みます。

福岡県「女性研修の翼」の事業が終
了しましたので、現状として海外研修
の機会がなくなっていますが、過去に
同事業に参加されたみなさんが、「福
津市翼の会」として年に一度、市長訪
問を行っています。男女共同参画推進
室では市長訪問に当たっての事前の
アンケート調査に回答し、市長訪問の
際のアンケート調査を基にした質疑に
対応しています。

【問題点・課題】
翼の会の事業が終了しているので特
にありません。

【今後の工夫】
翼の会の事業が終了しているので特
にありません。

「女性研修の翼」事業はすでに終了し
ていますので、海外研修事業の機会は
現状としてありませんが、市内の「翼の
会」のメンバーと協力しながら、男女共
同参画の周知・啓発に引き続き、取り組
みます。

（２）国際交流活動の支援
事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

23 国際理解教育の推進 学校教育課

市内の児童生徒とALTとの活動等を
通し、会話の機会を確保する等の工夫
をしながら、生きた英語や異文化に触
れさせることで国際感覚やコミュニ
ケーション能力を養い、国際的視野を
広げさせていきます。教育支援セン
ターにもALTを派遣し、英語に触れ、
学ぶ機会を設けます。
また、各校年に1回ずつ市内のALTの
全員配置日を設け、模擬海外体験を
行うことにより、日ごろの授業の成果
を確認します。
さらに、市主催のイングリッシュキャン
プを行い、より実践的な交流を行う場
を設けたり、総合的な学習の時間に調
べ学習を行うなどして、より深い国際
理解教育を行います。

市内小・中学校及び教育支援センター
にもALTを配置したり、各校にALT全
員配置日を設けたりすることで、日ご
ろから子どもたちが英語でコミュニ
ケーションを図る環境を整えた。
市主催のイングリッシュキャンプでは、
模擬海外体験を行い、日本以外の文
化にふれることができるとともに、日ご
ろの授業の成果を発揮する子どもたち
の姿をみることができた。
また、急増する外国にルーツをもつ子
どもたちに対する日本語指導の体制
づくりに力を入れており、市主催の日
本語指導研修会では、学級担任に向
けて、日本語指導を要する子どもたち
への関わりについて学ぶ場を設定する
ことができた。

【問題点・課題】
学級担任も含めた、すべての教職員
の理解の浸透にまだ課題がある。
 

【今後の工夫】
各校の配置している日本語指導コー
ディネーターの教員を中心に、すべて
の教職員が国際理解の意識を向上
できるよう、研修等を仕組み推進して
いく。

市内の児童生徒とALTとの活動等を通
し、会話の機会を確保する等の工夫を
しながら、生きた英語や異文化に触れ
させることで国際感覚やコミュニケー
ション能力を養い、国際的視野を広げ
させていきます。教育支援センターにも
ALTを派遣し、英語に触れ、学ぶ機会
を設けます。また、各校年に1回ずつ市
内のALTの全員配置日を設け、模擬海
外体験を行うことにより、日ごろの授業
の成果を確認します。
市主催のイングリッシュキャンプを行
い、より実践的な交流を行う場を設けた
り、総合的な学習の時間に調べ学習を
行うなどして、より深い国際理解教育を
行います。
さらに、日本語指導を要する子どもたち
への教職員の理解を深めるために仕組
みづくりを強化します。

24 市内在住の外国人への支援 地域コミュニティ課

日本語教室実施団体をはじめ、国際
交流を促す活動を実施している団体
への、市未来共創センターからの支援
を継続します。各団体の状況や意思を
優先しながら、団体に寄り添った支援
を行います。また、各団体が関係する
庁内部署と連携し、共働の取組みを進
めます。

未来共創センターの登録団体に対し、
年間を通じて、会議室等の設備提供
や、団体活動の情報発信及び情報提
供を行った。

【問題点・課題】
日本語教室実施団体について、受講
を希望する生徒が多く、キャンセル待
ちが複数いる状況にある。団体の現
状ではすべてを受け入れられない状
況にある。

【今後の工夫】
未来共創センターは、市民活動者及
び団体への伴走支援に取り組む施
設である。市民活動者及び団体の主
体性を重視した伴走支援をとおして、
活動者、支援を受ける外国人、双方
の豊かな暮らしに寄与できるよう務
める。

日本語教室実施団体をはじめ、国際交
流を促す活動を実施している団体へ
の、市未来共創センターからの支援を
継続します。各団体の状況や意思を優
先しながら、団体に寄り添った支援を行
います。また、各団体が関係する庁内部
署と連携し、共働の取組みを進めます。
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Ⅲ　仕事と家庭・地域生活が両立できる環境づくり

１　男女共同参画の視点に立った家庭生活支援の促進

（１）ワーク・ライフ・バランスの促進
事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

25 ワーク・ライフ・バランスの推進
男女共同参画推進
室

ワーク・ライフ・バランスの推進に向け
て、広報紙、郷育カレッジ講座等で取
りあげるなどして、引き続き広く市民へ
周知を図ります。

プレパパ講座、郷育カレッジ講座の中
で育休取得やワーク・ライフ・バランス
に関する話題を取り上げました。広報
誌でもワーク・ライフ・バランスに関す
る話題を取り上げました。

【問題点・課題】
事業所への働きかけ等。

【今後の工夫】
入札参加資格審査申請を行う事業
所に男女共同参画推進状況の報告
を義務付けていますが、報告をきっか
けに、ワーク・ライフ・バランスについ
て見直し、より良い職場環境を考えて
もらえる内容にします。

ワーク・ライフ・バランスの推進に向け
て、講座等で取りあげるなどして、引き
続き広く市民へ周知を図ります。入札参
加資格審査申請時の男女共同参画推
進状況報告等を通して、事業所に対し
ても周知を図ります。

26
男性を育児参加に促す機会の
充実

郷育推進課

引き続き開催形態・内容およびPR方
法を工夫し、男性が参加しやすい事業
を増やします。
現在保護者の統計を取っていない子
ども主体のイベントについても、保護
者の男女比を控えます。

「図書館探検ツアー」合計21名（子ど
も15名､保護者6名(うち男性3名)）
「夏休み子ども環境講座」合計28名
（子ども20名､保護者8名(男性2名
参加予定が当日欠席)）「英語絵本お
はなし会」合計19名（子ども12名､保
護者7名(うち男性2名)）

【問題点・課題】
申込段階では、お父さんも参加予定
だったが、当日は欠席になることが複
数あった。

【今後の工夫】
お父さんも参加したくなる魅力ある事
業を展開します。

引き続き、日程・内容の工夫をして男性
も参加しやすい事業を実施します。

27
父親の子育てに関する学習会の
開催

こども課

（大和）
０・１・２歳児の父親を対象とした「パ
パの会」を実施します。
なかよしにて「男性保育士とパパぴよ
タイム」を引き続き行います.今年度は
地域の保護者にも呼びかけます。

(なかよし）
なかよしルームではおもちゃの配置や
種類を考え、父親が十分に関わって遊
べるようにします。引き続き、0歳と父
親を対象にした「パパと一緒にぴよぴ
よタイム」を年に2回、1歳と父親を対
象にした「男性保育士とパパぴよタイ
ム」を年に1回実施します。昨年も土曜
日に実施しましたが、育児講座の「乳
幼児の救命救急」は両親で参加する
人が増えいており、今年度も実施しま
す。

（大和）７/5に0.1.２歳児の父親を対
象としたパパの会を実施した。10名参
加し、子育てについての座談会や親子
遊びを行った。 また、地域の親子を招
いて父親と子どもも参加があった。地
域の親子が3組の参加があった。

（なかよし）
6/21と10/25に0歳の子どもとその
父親を対象にした「パパと一緒にぴよ
ぴよタイム」を開催し、合計で8組の参
加がありました。7/26に1歳の子ども
と父親を対象に、大和保育所の男性
保育士が「男性保育士とパパぴよタイ
ム」を行い、3組の参加がありました。
父親同士が子育てについて話し合う
姿が見られました。

 


【問題点・課題】
（大和）0.1.2歳児の父親が対象
で、園全体の保護者には行き渡るよ
うにしたい。
地域の保護者の支援まで行うことが
できたので、今後は広げていきたい。

（なかよし）
「ぴよぴよタイム」は父親が参加しや
すいように、土曜日に開催しました
が、参加者が前年度より減少しまし
た。周知の仕方等が課題です。

【今後の工夫】
（大和）対象年齢を広げていきたい。
地域の保護者にも人数を限ってでは
あるが一緒に行いたい。

（なかよし）
ホームページ、なかよしゆうびん、広
報だけでなく、福津市のLINEでもお
知らせし、周知を幅広く行っていきま
す。

（大和）
０・１・２歳児の父親を対象とした「パパ
の会」を実施します。
なかよしにて「男性保育士とパパぴよタ
イム」を引き続き行います.今年度はさ
らに地域の保護者にも呼びかけます。

（なかよし）
開催月を見直し、0歳と父親を対象にし
た「パパと一緒にぴよぴよタイム」を年
に2回、1歳と父親を対象にした「男性
保育士とパパぴよタイム」を年に1回、
土曜日に実施します。育児講座「乳幼
児の救命救急」が父母ともに関心が高
いため、令和8年度も参加しやすいよう
に土曜日に実施します。

27
父親の子育てに関する学習会の
開催

子育て世代包括支
援課

令和６年度に実施した父親向けの
アンケートでは、こどもの国アプリで
情報を入手しているという声も高かっ
た。そのため、まずはこどもの国アプリ
内の『ふくパパ』内の項目を５つほど
設けていく。

『ふくパパ』専用のチラシを市民に配
布した際に、1ページでまとめられてい
てわかりやすいといった声があがった。
また、子育て支援ガイドブックには、父
親が出産後の手続きを行うケースが多
いためより詳細に掲載し、父親専用の
相談ダイヤルの紹介も行った。

【問題点・課題】
ふくパパのページについて、チラシの
みの掲載にとどまっている。

【今後の工夫】
項目ごとの掲載を行い、よりわかりや
すい表記の仕方に変える。

アプリやこどもの国ホームページでの
掲載内容については、父親のニーズに
即したコンテンツも随時配信する。ま
た、ふくパパの掲載ページに関しても項
目ごとの掲載について再度検討する。
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28 介護に関する講座の実施 高齢者サービス課

介護予防・家族介護教室、認知症介
護教室等を開催し、一方の性に偏るこ
となく、男女ともに介護への理解が可
能になるよう働きかけを行います。
休日に、大型ショッピングモールにて
認知症啓発活動・講座を開催すること
により、老若男女関係なく、学びの場
を設けます。特に、令和６年度から認
知症基本法が施行され、新しい認知
症感について広める必要があり、
「知ってもらう」きっかけをつくります。

また、市内の小中学校で認知症サ
ポーター養成講座を継続的に行い、高
校でも認知症や介護に対する理解を
広めていくことと同時にフォローアップ
講座として新しい認知症感についても
普及啓発していきます。

大型ショッピングモールにて認知症啓
発活動を三部構成にて実施して、三部
合計で81名参加しました。前年度に
引き続き事前予約制でしたが、当日飛
び入り参加の方もおり、前年度同様に
参加のしやすい体制は構築できていま
す。イベント参加者の声として「寸劇で
認知症の具体例を観ることで症状の
理解がしやすかった」等の声がありま
した。参加者の年齢層も２０代から８０
代と老若男女年齢層を問わず、認知
症等に関する啓発活動を実施すること
ができました。

認知症サポーター養成講座に関して
目標に掲げていた対象者に加えて市
民公開講座も年に６回実施して、認知
症の理解を幅広い層へ行うことが出
来ました。

【問題点・課題】
令和7年度も大型ショッピングモール
にて認知症啓発のためのイベントを
実施しましたが、日曜日に実施したこ
ともあるのか、参加者が例年より少な
い結果となりました。

【今後の工夫】
イオン関係者や認知症セーフティネッ
トワーク蓮華草のメンバーと会場設
営や広報活動について協議を行い、
適切な会場設営や令和7年度よりも
多くの方へ啓発できるよう取り組みま
す。
認知症サポーター養成講座も広報時
期や媒体の検討を行います。

介護予防・家族介護教室、認知症介護
教室等を開催し、一方の性に偏ること
なく、男女ともに介護への理解が可能
になるよう働きかけを行います。
休日に、大型ショッピングモールにて認
知症啓発活動・講座を開催することに
より、老若男女関係なく、学びの場を設
けます。特に、令和６年度から認知症基
本法が施行され、新しい認知症感につ
いて広める必要があり、「知ってもらう」
きっかけをつくります。

（２）多様な家庭生活に対応した子育て支援

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

29 子育て支援事業の充実 こども課

（なかよし）
今年度も未就学児の遊びの場や保護
者の交流・学びの場を提供していきま
す。ファミリー・サポート・センター事業
は広報、ポスター等で周知していきま
す。預かりや送迎などの子育て支援を
必要としているなかよしルーム利用者
へは直接、ファミサポの案内を行いま
す。おねがい会員希望者には随時、講
習会を実施します。ファミリー・サポー
ト・センターアドバイザー、まかせて会
員、おねがい会員の三者で事前打ち
合わせを行い、すぐに活動できるよう
に取り組んでいきます。

（なかよし）
4月から予約をしないでなかよしルー
ムが利用できるようになり、利用者数
が前年度より2,000人程度、増加しま
した。講座等を実施し、子育てについて
学ぶ機会を設けました。ファミリー・サ
ポート・センター事業ではおねがい会
員講習会を58回、活動前の事前打ち
合わせを72回行いました。前年度より
回数が増えています。随時、講習会や
事前打ち合わせを実施することで、円
滑に預かりや送迎などの活動につな
がっています。

【問題点・課題】
　
保護者と話をする中で就寝時間、起
床時間、子どものスマホとの向き合い
方など生活習慣の乱れが感じられま
す。

【今後の工夫】
子育て学習会の「知りタイム話タイ
ム」を4回から5回に増やします。内
容は「離乳食」を2回、「トイレトレー
ニング」を2回、新たに「子どもの生
活習慣」を1回、実施します。

（なかよし）
おもちゃ等の遊びの環境を随時見直
し、未就学児の遊びの場や保護者の交
流・学びの場を今後も提供していきま
す。LINEやホームページ、なかよしゆう
びん、広報等で講座やぴよぴよタイム
等の様々な事業、ファミリー・サポート・
センター事業等を周知していきます。な
かよしルームの利用者で、子育て支援
を必要としている保護者には、直接、
ファミサポ事業の案内を行います。今後
もおねがい会員希望者には随時、講習
会や事前打ち合わせを実施し、円滑に
活動につながるようにしていきます。

30
のびのび発達支援センター事業
の充実

子育て世代包括支
援課

関係機関との連絡を密にし、のびのび
の事業がスムーズに行えるようにしま
す。
学習会などを通し、発達支援の重要
性や手だてを発信し、幼保・関係機関
職員の意識を高めていきます。

各課との連携がスムーズになり、保健
師との連携も取りやすくなった。
担当がほっとタイムなどに積極的に参
加し、父親、祖父母など共に子育てを
していくことの大切さなどを話すことが
できた。

【問題点・課題】
支援センターは０歳から１８歳まで利
用可能だが現在は幼児から小学生ま
での利用が大半を占めている。中
学、高校になっても利用できるような
周知をしていく。

 【今後の工夫】
中、高生向けのパンフレットを作成し
たり、学校職員向けに支援センター
のつなぎ方などのお知らせを作り、広
く周知していきたい。

関係機関との連携を密にし、のびのび
の事業がよりスムーズに行えるようにす
る。
事業への参加だけではなく、その後の
保護者対応なども積極的におこなって
いく。
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31
親子を対象とした健康相談・訪
問の充実

子育て世代包括支
援課

赤ちゃん訪問（乳児全戸訪問）は目標
100％の実施を目指す。
乳幼児健診未受診者については福岡
ルールに基づいて全件把握（未受診
理由の把握、児の安否確認）し、電
話・訪問・文書により受診勧奨を行う。
児の安否確認がとれないケースや養
育環境が心配なケースについては、こ
ども課や保育園・幼稚園、児童相談所
等の関係機関と連携を図る。
リスクのある家庭については、関係機
関で定期的な事例検討、情報共有、サ
ポートプランの立案、随時の計画見直
しを行いながら、継続的なフォローを
実施していく。
母親の支援、育児相談に関しては、随
時個別相談や健診でフォローを行い、
地区担当保健師が主となり継続支援
していく。

赤ちゃん訪問に関しては、産後１ヶ月
の予防接種予診票送付時にお知らせ
を同封し、保護者から当課へ連絡して
もらう仕組みとなっている。連絡がない
ケースは当課から連絡し、訪問日程の
調整を行う。連絡が取れないケースに
は直接自宅訪問し、安否確認と日程調
整を行うが、今年度は自宅訪問が必要
なケースはなかった。赤ちゃん訪問は
現時点では実施率100％である。乳
幼児健診の未受診や個別相談等のサ
ポートが必要な世帯に関しては、地区
担当保健師より対象者へ連絡し、健診
受診や必要な相談につないでいる。連
絡がつながらない場合には、自宅訪問
にて安否確認を行い、不在の場合は手
紙をポスティングするなど訪問した形
跡を残す。それでも連絡がつかない場
合には関係機関（就園先など）と連携
を行い、健診受診や相談につなげてい
る。

【問題点・課題】
平日の連絡となるため、就労している
保護者が多く、連絡がつながりにくい
ことがある。また、リスクが高い対象
者と連絡がつかなくなることもあり、
関係機関と連携を図りながら関係づ
くりを行っていく必要がある。

【今後の工夫】
引き続き相談窓口の紹介。
必要時はサポートプランを活用し、対
象者がいつどこで何を相談すればい
いのかを可視化することで、支援の
方向性をお互いに理解することがで
きる。

赤ちゃん訪問（乳児全戸訪問）は目標
100％の実施を目指す。
乳幼児健診未受診者については福岡
ルールに基づいて全件把握（未受診理
由の把握、児の安否確認）し、電話・訪
問・文書により受診勧奨を行う。
児の安否確認がとれないケースや養育
環境が心配なケースについては、こども
課や保育園・幼稚園、児童相談所等の
関係機関と連携を図る。
リスクのある家庭については、関係機関
で定期的な事例検討、情報共有、サ
ポートプランの立案、随時の計画見直
しを行いながら、継続的なフォローを実
施していく。
母親の支援、育児相談に関しては、随
時個別相談や健診でフォローを行い、
地区担当保健師が主となり継続支援し
ていく。

32 託児サービスの充実
男女共同参画推進
室

男女共同参画推進室が運営する事業
での託児の対応について、積極的に
行います。

今年度の託児利用は無かったが、男女
共同参画推進室が行う事業（講演会、
講座、女性のための無料法律相談、労
働相談会）には、託児対応を明記しま
した。

【問題点・課題】【今後の工夫】
来年度から託児業者が変わるため、
仕組みや工程等を理解し託児サービ
スの質が下がらないように心がけま
す。

来年度から託児業者が変わるため、仕
組みや工程等を理解し託児サービスの
質が下がらないように心がけます。

33 ひとり親家庭の就業支援の実施 こども課

資格取得希望者の相談に応じ、ハ
ローワークの自立支援プログラムにつ
ながるよう支援していきます。ハロー
ワーク等関係機関と連携し、安定した
就労へつながるように支援を行いま
す。

（家児相）
毎年６月から月１回ハローワーク巡
回。ハローワークの面談件数7件うち３
件事業申し込み。その際資格取得の案
内も行った。
自立支援プログラムについてはひとり
親サポートセンターを紹介した。

【問題点・課題】
（家児相）
ハローワーク巡回の周知不足のため
申請者が少ない。
【今後の工夫】
（家児相）
ラインやホームページでの周知を行
う。

（家児相）
就労希望のひとり親家庭の保護者に母
子父子就労自立促進事業を紹介し、ハ
ローワークと連携し、安定した就労へつ
ながるよう支援していきます。

34 保育環境の拡充 こども課

（保育所）
多様な保育ニーズに対応するため、延
長保育事業、一時預かり事業、障がい
児保育事業、医療的ケア児保育事業
を行う保育所を支援します。
（学童）
関係機関との連携を密に行い、一人
一人の児童や家庭に応じた子育て支
援を行います。
小学校と学童保育所の連絡会で情報
交換を行い、支援のあり方について共
通理解を図ります。
また、特別な配慮や支援を必要とする
児童の支援のため、学童保育所支援
員のスキルアップ研修の実施を検討し
ます。

（保育所）
多様な保育ニーズに対応するため、延
長保育事業、一時預かり事業、障がい
児保育事業を行う私立保育所等に対
し補助金を交付し支援しました。私立
保育所等では医療的ケア児の受入は
ありませんでした。
（学童）
小学校と学童保育所の連絡会を実施
し、小学校の先生と学童保育所の支援
員の間で、情報交換を行い、特別な配
慮や支援を必要とする児童への支援
のあり方について共通理解を図りまし
た。
また、特別な配慮や支援を必要とする
児童の支援方法の習得のため、のび
のび発達支援センターから講師を迎
え、学童保育所支援員のスキルアップ
研修を実施しました。

【問題点・課題】

 【今後の工夫】
（保育所）
どの事業も保育士や看護師などの人
材確保が課題となっています。また職
員のスキルの向上が必要であるた
め、各種研修や、大和保育所の公開
保育参加などを勧めていきます。
（学童）
小学校と学童保育所の連絡会や、学
童保育所支援員のスキルアップ研修
については、より参加者が参加しやす
い時期、日程で実施するよう配慮して
いきます。
また、学童保育所支援員のスキル
アップ研修については、参加者が持
ち帰って共有できるような資料作りに
努めます。

（保育所）
多様な保育ニーズに対応するため、延
長保育事業、一時預かり事業、障がい
児保育事業、医療的ケア児保育事業を
行う保育所を支援します。
（学童）
関係機関との連携を密に行い、一人一
人の児童や家庭に応じた子育て支援を
行います。
小学校と学童保育所の連絡会で情報
交換を行い、支援のあり方について共
通理解を図ります。
また、特別な配慮や支援を必要とする
児童の支援のため、学童保育所支援員
のスキルアップ研修等の取り組みを実
施します。
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２　働きやすい環境づくりの促進

（１）女性が活躍できる環境整備の促進
事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

35 市内事業者への啓発促進
男女共同参画推進
室

市商工会を通じて、事業者向けに、市
の「男女がともに歩むまちづくり」の情
報提供を行います。
また、市が実施する講座等を案内し、
参加に繋がるよう努めます。

労働相談窓口の利用についてチラシ
や広報紙を活用して、周知を行いまし
た。労働者だけでなく、雇用主につい
ても利用できることを周知しました。
イベント（講座）には、市内事業者から
の参加者が数名確認できました。

【問題点・課題】【今後の工夫】
今年度行った市民意識調査では、男
性が生きづらさを感じる理由は何か
という問いに「仕事の責任が重い、仕
事を優先することを当然と思われる」
57.6％でした。
同調査では、ワークライフバランスの
認知度は60.7％と過半数が内容ま
で知られているにもかかわらず、前述
のような調査結果でした。
認知度だけでなく、仕事と家庭が両
立できる職場づくりを推進するため
に、実効性のあるイベントの企画等が
必要と思われます。

市商工会を通じて、ワークライフバラン
スや出前講座など啓発イベント等の情
報提供を行い、参加に繋がるよう努め
ます。

35 市内事業者への啓発促進 商工観光課

商工会を通じて、人権問題や、社会的
差別等の課題を注視して、ワーク・ライ
フ・バランスの取り組みについて個別
相談等で各事業所への推奨を図りま
す。

商工会で実施している個別相談時に、
必要に応じて、ワーク・ライフ・バランス
の取り組みについて周知を行うととも
に、商工会員情報誌に関連情報を掲
載した。

【問題点・課題】
継続した取り組みが必要。

【今後の工夫】
個別相談時の周知だけでなく、定期
的な広報の中で周知を行う。

商工会を通じて、人権問題や、社会的
差別等の課題を注視して、ワーク・ライ
フ・バランスの取り組みについて個別相
談等で各事業所への推奨を図ります。

36
育児・介護休業制度等の周知と
制度利用促進

男女共同参画推進
室

育児休業の制度の周知を図るため、
「プレパパ講座」の機会などを生かし
て、若年層の男性に伝えていきます。
特に2022.10より始まった産後パパ
育休については紹介していきます。
また、市商工会を通じて、事業者への
周知も検討します。

例年とおり「プレパパ講座」の際に、育
児休業制度のことに触れ、周知を行い
ました。
また、男女がともに仕事と育児・家庭
を両立かつ負担が偏らないよう、広報
誌1月号に「名もなき家事」の記事を
掲載しました。その記事には反響（感
想）があり、一定の効果があったと思
われます。

【問題点・課題】
育児・介護休業制度等の周知と制度
利用促進が進まないのは、企業や国
（政府）が関係している所もありま
す。その中で、市にできる所を模索し
ながら事業を行う必要があると考え
ます。
【今後の工夫】
男性の家事・育児への積極的な参画
が進んで行くように、今後も地道に啓
発活動を行っていきます。

継続して、新しくパパになる前の若年層
の男性に「プレパパ講座」の機会など
を生かして育児・介護休業制度等の利
用促進を伝えていきます。
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36
育児・介護休業制度等の周知と
制度利用促進

商工観光課
商工会を通じて、市内事業者へ状況
に応じた効果的な関連情報を発信し、
周知を図ります。

商工会で実施している個別相談時に、
必要に応じて、社会保険労務士に相
談ができるように体制を整えるととも
に、商工会員情報誌に関連情報を掲
載した。

【問題点・課題】
継続した取り組みが必要。

【今後の工夫】
個別相談時の周知だけでなく、定期
的な広報の中で周知を行う。

商工会を通じて、市内事業者へ状況に
応じた効果的な関連情報を発信し、周
知を図ります。

37 再就職・起業支援講座の実施
男女共同参画推進
室

県が主催する「子育て女性のための
就職支援セミナー」などの事業に協力
し、再就職支援を行うようにします。

福岡県が主催する「子育て女性のため
の就職支援セミナー」などの事業の広
報等のチラシを設置するなど周知を行
いました。

【問題点・課題】
市単独では、女性が再就職するため
の基礎知識や技術を学ぶ講座の開
催は限界があります。
【今後の工夫】
現時点では、県主催の講座等の広報
活動を行うことで市民（女性）の「働
きたい」を応援します。

県が主催する「子育て女性のための就
職支援セミナー」などの事業に協力し、
広報など地道な活動を行い少しでも活
躍できる後押しができる体制づくりに努
めます。

38 労働相談や情報提供の充実
男女共同参画推進
室

福岡県労働者支援事務所との共同
で、「労働相談会」を実施します。
また、電話や窓口相談等で労働問題
に関わる相談の際は、県労働者支援
事務所と連携しながら対応していきま
す。また定員枠に入れなかった市民に
は、予約なしで電話相談が出来る、厚
生労働省の福岡労働局の連絡先も紹
介します。

広報紙で年４回、県の出張労働相談
会の案内をし、実施しました。
関連情報のチラシについては窓口等
に設置し、出前講座等での周知も行い
ました。適宜、予約なしで電話相談が
出来る、厚生労働省の福岡労働局の
連絡先も紹介しました。

【問題点・課題】
周知の拡充。

【今後の工夫】
SNSでの周知を検討します。

福岡県労働者支援事務所との共同で、
「労働相談会」を実施します。
また、その周知の拡充を行います。
電話や窓口相談等で労働問題に関わ
る相談の際は、県労働者支援事務所と
連携しながら対応していきます。
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（２）自営業における男女共同参画の促進

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

39
商工業・農業・漁業従事者研修
の実施

男女共同参画推進
室

「人材育成セミナー」や出前講座等を
通じて、女性の経済的自立や役員等
への積極的な登用につながるような
内容、また起業にながる講座を企画し
ていきます。

 ９月に都市宣言記念講演会「キャリア
も家庭も諦めない！40代からのキャリ
アと暮らしの整え方」を開催しました。
アンケートでは、参加者の生き方や働
き方を見つめ直し、新たな一歩を踏み
出す機会となっていました。

【問題点・課題】
「人材育成セミナー」では各団体で
の研修の実施は出来なかったが、左
記のとおりの代替案で効果を導き出
しました。ただ、団体における女性役
員登用の促進 に繋がったかどうかは
未知数。
【今後の工夫】
ターゲットを絞っての企画を検討す
る。

女性の役員登用や起業は、マンパワー
では大変難しい。そのため、当推進室で
のイベントや出前講座等を通じて、各団
体の男女共同参画推進の意識改革に
つながる企画立案を心がけていきます。

39
商工業・農業・漁業従事者研修
の実施

商工観光課

（商工業）
男女共同参画の意識普及のため、
リーフレットの配布やポスターの掲示
等で情報提供するよう、各団体に勧め
ます。

リーフレットの配布やポスターの掲示
等で情報提供を行い、啓発に努めた。

【問題点・課題】
事業者が求める経営課題に対するセ
ミナーが多くなることから単独でセミ
ナーを開催することは難しい。

【今後の工夫】
他のセミナー開催時でも関連する
リーフレットの配布などで周知を行
う。

（商工業）
男女共同参画の意識普及のため、リー
フレットの配布やポスターの掲示等で
情報提供するよう、各団体に勧めます。

39
商工業・農業・漁業従事者研修
の実施

農林水産課
男女共同参画の意識普及のため研修
会を実施するよう、各団体に勧めます

今年度は福岡県主催の研修会が少な
く、男女共同参画意識の普及に向けた
研修や情報提供が難しかった。

【問題点・課題】
県や市主催の研修会やリーフレット
等がある方が、男女共同参画意識の
普及に向けた情報提供や啓発し易
い。
【今後の工夫】
研修会前に資料確認を実施する。

男女共同参画の意識普及のため研修
会を実施するよう、各団体に勧めます。

40
リーダーとなる女性農業者の育
成

男女共同参画推進
室

「人材育成セミナー」などの講座を、
女性農業者にも農業担当部署を通
じ、積極的に参加を呼びかけます。内
容は女性農業者にも活かせるような
内容にしていきます。

今年度は、リーダーとなる女性農業者
の育成となる取り組みは行えませんで
した。
しかしながら、女性農業者を含む広く
市民にリーダーや人材育成に関するイ
ベントの案内を行いました。

【問題点・課題】
そもそも女性農業者が少ないという
問題もあります。

【今後の工夫】
女性農業者も参加できる企画やター
ゲットを絞った市の講座やセミナーを
考える。

引き続き、農業委員会など方針決定の
場への女性の参画を促進します。また、
市の講座やセミナーへの女性農業者の
参加を促します。

40
リーダーとなる女性農業者の育
成

農林水産課
男女共同参画の意識普及のため研修
会を実施するよう、各団体に勧めま
す。

女性農村アドバイザー及びＯＢで福津
ほほえみグループを結成している。今
年度は、先進地視察やヨガ教室を開催
し、地域の女性農業者の結束を強める
ことができた。

【問題点・課題】
ほほえみグループの高齢化、人員不
足による活動の縮小が懸念される。
女性農業者自体が少なく、今後も人
選が難しい見通し。
【今後の工夫】
組織の継続に向けて支援を継続す
る。

男女共同参画の意識普及のため研修
会を実施するよう、各団体に勧めます。

40
リーダーとなる女性農業者の育
成

農業委員会事務局 令和6年度と同様です。
対象となる研修会にできる限り女性委
員に参加をお願いし、尽力いただい
た。参加件数も昨年度より増加した。

【問題点・課題】女性委員対象の研
修会が非常に多い中で、一人の女性
委員の方に参加をしていただいてい
る。
【今後の工夫】来年の回線で女性委
員を増員できるよう動き、研修会の参
加を負担が少なくなるよう参加しても
らう。

福岡県女性農業委員対象の研修会や
女性対象の研修会への参加を負担に
ならない程度で積極的に促します。
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41 生産技術や経営能力向上支援 商工観光課
商工会を通じて、市内事業者へ状況
に応じた効果的な関連情報を発信し、
周知を図ります。

商工会で実施している個別相談時に、
必要に応じて、専門家へ相談できるよ
うに体制を整えた。

【問題点・課題】
事業者の経営体制まではなかなか
個別相談で踏み込みづらいデリケー
トな案件であり、現在は女性経営者
も多く活躍していることから、事業の
概要自体を見直す必要があると感じ
る。

【今後の工夫】
生産性向上・経営能力向上について
個別支援を行う。また、県などが実施
する女性経営者向けのセミナーなど
の周知を市HPも活用し周知する。

商工会を通じて、市内事業者へ状況に
応じた効果的な関連情報を発信し、周
知を図ります。

42 家族経営協定の普及促進 農林水産課
認定農業者協議会を通じて制度の理
解を深めるとともに、「家族経営協定」
の締結の促進を図ります。

認定農業者更新時（6月、12月）の農
業経営改善計画書の面談時に、家族
経営協定の締結の働きかけを行い、農
業経営が家族の話し合いと男女共同
参画によってお互い認め合う対等な立
場で行えるよう推進した。令和7年度
は、家族経営協定の更新はなかった。

【問題点・課題】
家族経営協定を更新する農業者はい
ても、新規で締結する農業者が少な
い。
立場の弱かった農家の嫁の収入を確
保するのが元来の目的の協定である
が、昨今は、嫁の立場は強くなってお
り、当協定の意義を見直す時期かも
知れない。
【今後の工夫】
引き続き協定締結の促進を図る。

認定農業者協議会を通じて制度の理
解を深めるとともに、「家族経営協定」
の締結の促進を図ります。

（３）労働条件や労働環境の整備促進

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

43
男女共同参画推進状況報告書
の受付及び公表

男女共同参画推進
室

業者から提出された申請の回答内容
の集計や分析により、特徴的な取り組
みを行っている事業者があった場合
は、周知を行います。

指名競争入札参加資格審査申請に伴
い同参画推進状況報告書の提出を求
めました。
報告データを集計し、公表しました。

【問題点・課題】
現状の報告内容からは特徴的な取り
組みを行っている事業者の把握まで
は困難であった。
 
【今後の工夫】
報告依頼内容の変更により、事業者
の取組把握につなげます。

指名競争入札参加資格審査申請を行
う事業所に男女共同参画推進状況報
告書の提出を依頼するとともに啓発に
努めます。また、より事業所の取組状況
を把握することができる報告依頼内容
となるよう検討を行います。

43
男女共同参画推進状況報告書
の受付及び公表

総務課

令和７年度は、業者登録における追加
受付を行うので、前年度に引き続き、
「男女共同参画推進状況報告書」の
提出を求める。
報告書の受付業務では、男女共同参
画推進室と協力して行い、提出された
報告書について、適宜、男女共同参画
推進室に引き継ぎ、活用してもらう。

業者登録の受付では、全事業者に「男
女共同参画推進状況報告書」を提出
して頂いた。
提出された報告書については、もれな
く男女共同参画推進室に引き継いだ。

【問題点・課題】
報告書は、提出必須としているが、
事業者には「必須書類」との認識が
薄いためか一定数添付漏れが発生
している。

【今後の工夫】
以前からの問題解消のために報告書
の提出については、業者登録申請書
類と別袋に封入して頂いたことで、男
女共同参画推進室へのスムーズな受
付・引き継ぎが行えるようになった。
（例年１０月頃の引き渡しだったもの
が８月後半に引き渡した）今後も続け
ていきたい。

令和８年度は、業者登録における本登
録受付を行うので、前年度に引き続き、
「男女共同参画推進状況報告書」の提
出を求める。
報告書の受付業務では、男女共同参画
推進室と協力して行い、提出された報
告書について、適宜、男女共同参画推
進室に引き継ぎ、活用してもらう。
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44 指定管理者への啓発促進
男女共同参画推進
室

該当する入札が行われる際は、担当
課に働きかけを行います。

把握している限り、今年度は指定管理
者の入札（選定）は行われませんでし
たが、市への指名競争入札参加資格
審査申請時に、各社の男女共同参画
に関する取り組みアンケートを取り、集
計したものをホームページで公表しま
した。

【問題点・課題】
  指定管理者の情報は、各事業を担
当している部署が多岐に渡るため、
当推進室での把握は難しい。
【今後の工夫】
新たに指定管理者が選定された際
は、出前講座等の案内を行い、職場
や家庭で男女共同参画が推進され
るように依頼や案内をしていきたい。

該当する入札が行われる際は、担当課
に働きかけを行います。

44 指定管理者への啓発促進 管財課

令和7年度も引き続き、指定管理者の
選定を予定している部署に対して「男
女が家庭と就業等を両立できる環境
の整備」に関する項目を盛り込むよう
働きかけを行う。

今年度、令和８年度導入に向けた指定
管理者選定委員会の審査基準表に、
審査の視点として「男女が家庭と就業
や活動を両立できる環境の整備に努
めているか」を盛り込んで選定を行っ
た。

【問題点・課題】
審査基準に当該項目が盛り込まれて
おり、問題点は特にない。

【今後の工夫】

令和８年度も引き続き、審査基準表の
審査の視点として「男女が家庭と就業
や活動を両立できる環境の整備に努め
ているか」を盛り込んで実施する。

45
事業者等の社会貢献評価制度
の調査・研究

男女共同参画推進
室

事業所における取り組みを進めること
を目的とした評価・公表制度につき、
調査・研究を行います。

指名競争入札参加資格審査申請が行
われたので、申請書類と一緒に男女共
同参画推進状況報告書の提出を求め
ました。
その報告書から、福岡県「子育て応援
宣言」や「介護応援宣言」をしている
事業所を確認することができました。
提出してもらう事によって意識を高め
られているように感じています。

【問題点・課題】
小規模事業所、中小事業所の中には
育児休業制度の規定はあっても、該
当する従業員がいないなど、制度の
利用ができない事業所もあるように
思われます。
また、市内の事業所は家族経営も多
いので育児休暇などの男女共同参
画推進に関する取り組みは難しいの
が現状です。
【今後の工夫】
事業所が指名競争入札参加資格審
査申請する際のアンケート記入の負
担軽減のため、電子化を検討する。

事業所が指名競争入札参加資格審査
申請する際のアンケート記入の負担軽
減および、各社の比較や研究のため、
アンケートの電子化を検討する。

45
事業者等の社会貢献評価制度
の調査・研究

総務課

・総合評価方式による入札時、「子育
て応援宣言」に登録している業者に対
して加点する。
今後も取り組み状況を考慮した加点
を継続する。
・業者登録の際、「子育て応援宣言」
に登録している業者に対し、総合値を
加点する。（格付を設けている工事が
対象）

今年度は、総合評価方式による入札の
実施がなかった。
業者登録の際は、「子育て応援宣言」
に登録している業者に対し、総合値を
加点した。（格付を設けている工事が
対象）

【問題点・課題】
特になし

【今後の工夫】
特になし

・総合評価方式による入札時、「子育て
応援宣言」に登録している業者に対し
て加点する。
今後も取り組み状況を考慮した加点を
継続する。
・業者登録の際、「子育て応援宣言」に
登録している業者に対し、総合値を加
点する。（格付を設けている工事が対
象）

46
男女の雇用平等に向けた啓発、
情報の提供

男女共同参画推進
室

福岡県労働者支援事務所との共同
で、「労働相談会」を実施します。
広報紙やチラシ、SNSを活用し、必要
な情報が届くように分かりやすい周知
を継続して行います。

広報紙で年４回、県の出張労働相談
会の案内をし、実施しました。
関連情報のチラシについては窓口等
に設置し、出前講座等での周知も行い
ました。

【問題点・課題】
周知の拡充。

【今後の工夫】
SNSでの周知を検討します。

福岡県労働者支援事務所との共同で、
「労働相談会」を実施します。
また、その周知の拡充を行います。
電話や窓口相談等で労働問題に関わ
る相談の際は、県労働者支援事務所と
連携しながら対応していきます。

46
男女の雇用平等に向けた啓発、
情報の提供

商工観光課
商工会を通じて関連する情報を提供
し、法制度等の周知を図ります。

商工会で実施している個別相談時に、
必要に応じて、専門家へ相談できるよ
うに体制を整えた。

【問題点・課題】
継続した取り組みが必要。

【今後の工夫】
個別相談時の周知だけでなく、定期
的な広報の中で周知を行う。

商工会を通じて関連する情報を提供
し、法制度等の周知を図ります。
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47
女性労働者の母性保護・健康管
理の啓発

男女共同参画推進
室

福岡県労働者支援事務所との共同
で、「労働相談会」を実施します。
また、マタニティハラスメント等の問題
を、広報紙や出前講座等で取り上げ、
周知・啓発を図ります。

広報紙で年４回、県の出張労働相談
会の案内をし、実施しました。
マタニティハラスメント等の問題を出
前講座等で取り上げ、周知・啓発を図
りました。

【問題点・課題】
労働問題で悩み、支援が必要な方に
行き届く周知方法

【今後の工夫】
SNSでの情報発信など、周知方法を
検討します。

福岡県労働者支援事務所との共同で、
「労働相談会」を実施します。
また、その周知の拡充を行います。

47
女性労働者の母性保護・健康管
理の啓発

子育て世代包括支
援課

母子健康手帳交付や妊娠中の電話相
談を活用し、妊娠中の生活や健康管
理について、個々の生活に応じた保健
指導、情報提供を行う。

母子健康手帳交付時に妊娠中の生活
や健康管理について個別性に合わせ
て指導を行った。
勤労妊婦に対しては、つわりの有無に
関わらず、妊娠中の心身の変化に生じ
た際に活用できる「母性健康管理指
導事項連絡カード」の説明をした。
妊娠中の電話相談や妊産婦教室にお
いて、困りごとを把握したタイミングで
対処方法や相談支援を行った。

【問題点・課題】

【今後の工夫】
引き続き、妊娠期間を通じて個別性
に合わせた支援を行っていく。

母子健康手帳交付時や妊娠中の電話
相談、妊産婦教室を活用し、妊娠中の
生活や健康管理、子どもを迎えてから
の生活も想像できるよう、個別性に合
わせた保健指導、情報提供を行う。

48
ハラスメントのない職場環境づ
くりの啓発

男女共同参画推進
室

福岡県労働者支援事務所との共同
で、「労働相談会」を実施します。
また、窓口相談等で、労働問題に関わ
る相談の際は、県労働者支援事務所
と連携しながら対応していきます。

広報紙で年４回、県の出張労働相談
会の案内をし、実施しました。
ハラスメント等の問題を出前講座等で
取り上げ、周知・啓発を図りました。

【問題点・課題】
周知の拡充。

【今後の工夫】
SNSでの情報発信など、周知方法を
検討します。

福岡県労働者支援事務所との共同で、
「労働相談会」を実施します。
また、その周知の拡充を行います。

48
ハラスメントのない職場環境づ
くりの啓発

商工観光課

商工会を通じて、市内事業所に雇用
に関する情報を発信し、現場の状況を
今一度見直すきっかけとして周知を図
ります。

商工会で実施している個別相談時に、
必要に応じて、専門家へ相談できるよ
うに体制を整えるとともに周知を行っ
た。

【問題点・課題】
継続した取り組みが必要。

【今後の工夫】
個別相談時の周知だけでなく、定期
的な広報の中で周知を行う。

商工会を通じて、市内事業所に雇用に
関する情報を発信し、現場の状況を今
一度見直すきっかけとして周知を図りま
す。

Ⅳ　生涯にわたり男女が健康に暮らせる環境づくり

１　生涯を通じた健康づくりの推進

（１）心身の健康づくり支援の充実

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

49
生涯を通じた健康の保持増進対
策の推進

いきいき健康課

・特定健診受診率46.9％
・重症化予防事業対象者の継続受診
率70.0％
・特定保健指導実施率73.0％
・適塩コーナー設置店の現状を確認
し、改善に努める。

・R7年度特定健診受診率はR8.3月
時点で41.2%の見込み。R8.11月に
確定値が出るため、そこで改めて評価
が必要である。R6年度受診率が
R6.2月時点で34.4%であったため、
昨年度より受診率が向上していること
が見込まれる。
・重症化予防事業対象者の継続受診
率は、R8.3月時点で63.5%。
・特定保健指導実施率に関しては、
R7.3.19時点での実施率は40.5％
であるが、確定値が出るまでは評価が
難しい。R2年度以降は毎年実施率が
80%を超えており、高い実施率の維
持ができている。
・5月頃に市内適塩コーナーの状況を
確認。前年度に引き続き、適塩コー
ナー用の減塩レシピを作成し、設置店
へ送付した。

【問題点・課題】
・適塩コーナーを知らない市民が多
いため周知する必要がある。

【今後の工夫】
・R7年度特定健診受診率はR8年3
月時点で41.2％なので、目標に到
達できていないため、受診勧奨業務
において郵送勧奨の継続とともに、
夕方や休日の電話勧奨を行うなど、
対象者との接触機会を増やす。
・重症化予防事業対象者の継続受診
率は目標に到達できていない。今後
も継続フォローを続け受診率の向上
に努める。
・適塩コーナー設置店がわかる地図
等が乗ったチラシを作成。健診会場
での適塩ブースやポピュレーション事
業で周知する。

・特定健診受診率50.0％
・重症化予防事業対象者の継続受診
率70.0％
・特定保健指導実施率73.0％
・適塩コーナについて市民へ周知する。
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50 心の健康づくり事業の充実 いきいき健康課
・毎月１人以上の相談が実施できるこ
とを目指す。

相談日程を毎月の広報、健康ガイド、
市HPに掲載し周知を行った。7月以外
は相談予約があり、予約者は23人、実
際に相談を実施した者は19人、計11
回の開催であった。相談内容に応じ
て、県の電話相談や市の行政相談を
紹介し、広く相談できる窓口として運
営した。

【問題点・課題】
予約者が昨年と比較し21人から23
人に増加し、定員人数に達することも
増え、予約枠の増加、翌月の日程の
案内、他機関の紹介によって対応し
た。その一方で予約枠を増加させた
にも関わらず、他の予定が入ってし
まったなどの理由でキャンセルになっ
た方が3人いた。

【今後の工夫】
キャンセル発生時に予約をお断りし
た人に連絡を取り、相談を必要とする
人が早期に相談の場へつながるよう
にする。

・毎月１人以上の相談が実施できること
を目指す。

51
薬物乱用防止に向けた啓発の
推進

子育て世代包括支
援課

継続して母子健康手帳交付や訪問、
乳幼児健診などの面談時に行動パ
ターンの聞き取りを行い、実態を深堀
し、対象者に応じて、正しい知識・理解
を深める支援を行う。

母子健康手帳交付時に喫煙・飲酒に
関する聞き取りを行い、対象者に関し
て指導を行った。また乳幼児健診の場
でも両親の喫煙状況等を確認し、健康
に及ぼす影響について説明を実施し
た。

【問題点・課題】

【今後の工夫】
対象者の生活環境に合わせた指導
内容を実施していく。

母子手帳交付時や訪問、乳幼児健診な
どの面談時に行動パターンの聞き取り
を行い、実態を把握し、対象者に応じて
正しい知識・理解を深める支援を行う。
また評価指標を設定し、課題把握に努
める。
4か月児健診時
・妊娠中に飲酒していた者の割合
0.2％以下（R7　1/546人）
・妊娠中に喫煙していた者の割合
1.6％以下（R7　9/546人）

51
薬物乱用防止に向けた啓発の
推進

学校教育課

喫煙や飲酒による健康被害への認識
や薬物と健康の関係についての正し
い理解を徹底するための教育や啓発
を関係機関と連携しながら推進しま
す。あわせて、薬物使用経験者の事例
を使って興味本位で使用することのな
いよう教育・啓発を行います。実施後
は、アンケート調査を行い、小中学生
の理解度の確認を行います。

各学校において、保健や道徳の授業
内容に加え、総合的な学習の時間で
薬物乱用防止学習や性に関する講演
会などを実施することで、健康被害に
ついての正しい知識を身に付けたり、
適切な対応について学んだりしていま
す。

【問題点・課題】
実施後の理解度を図る小中学生のア
ンケートを実施することができなかっ
た。

【今後の工夫】
保護者への啓発に、学校の参観日等
を活用して、講師等を招聘した授業
等を実施する。

喫煙や飲酒による健康被害への認識や
薬物と健康の関係についての正しい理
解を徹底するための教育や啓発を関係
機関と連携しながら推進します。あわせ
て、薬物使用経験者の事例を使って興
味本位で使用することのないよう教育・
啓発を行います。また、保護者への啓発
に、学校の参観日等を活用して、講師
等を招聘した授業等を実施する。

（２）配慮を必要とする人への支援の促進

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

52
地域福祉計画・地域福祉活動計
画の推進

福祉課

第４期地域福祉計画の策定前年度で
あり、計画策定に向けて、市民意識調
査を実施する。
行政が取り組む事業の成果について、
達成率を分かりやすくする等の工夫を
する。

市民意識調査を実施し、2,000人を
対象に858人（42.9％）の回答を得
た。

【問題点・課題】
　令和7年度の市民意識調査では
QRコードを用いた回答形式を採用
した。その結果前回より171人
（8.5％）回答率が低下した。
 【今後の工夫】
支出面から考えるとQRコードでの回
答は経済的であると言える。回答者
数の増加を今後検討するならば、対
象者数を増やすなどの工夫が必要と
言える。

令和8年度は第４期地域福祉計画の策
定年度である。次期計画では、行政が
取り組む事業の成果について、達成率
を分かりやすくする等の工夫を審議会
で協議し、市民が理解しやすい表現や
達成目標を立てるよう努める。
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53
介護保険事業計画・高齢者福祉
計画の推進

高齢者サービス課

介護保険サービスと地域資源を結び
つけ、高齢者が性別を問わず地域活
動に参加し、自立した生活を送れるよ
う、関係各部署、地域包括支援セン
ターと連携し、地域包括ケアシステム
の構築を推進します。そのために、福
津市の特徴がプラスなのかマイナスな
のかをまとめ、解決できる問題かどう
かを明らかにします。また、施設の入所
状況を把握し、介護保険施設、住宅型
有料老人ホーム、サービス付き高齢者
向け住宅入居者のサービス利用につ
いて調査します。「自立支援型地域ケ
ア会議」では、意見交換会を6月に行
い、助言者同士の関係を早めに構築
することで、発言しやすい環境をつく
り、会議の活性化を図ります。

福津市介護保険運営協議会を3回開
催しました。令和6年度から令和8年度
の事業計画について、進捗状況を踏ま
えて審議を行いました。見える化シス
テムを用いて福津市の現状分析を実
施し、認定率、受給率、受給者1人あた
り給付費の観点から、データに基づ
き、要因を分析しました。また、地域包
括支援センターについては、人員基準
の改正に伴い、福津市においても柔軟
な職員配置について検討し、福津市介
護保険運営協議会で審議を行いまし
た。

【問題点・課題】
福津市の現状分析において、要因分
析が推察による部分が多かったとこ
ろが課題です。
令和7年度自立支援型地域ケア会議
意見交換にて、地域課題の抽出が難
しいことが課題に挙げられます。

【今後の工夫】
今後も福津市介護保険運営協議会
にて現場の意見を聞き、福津市の現
状に沿った分析を行う必要がありま
す。
自立支援型地域ケア会議実施後に、
関係者が集まり地域課題を抽出する
場を設けます。

介護保険サービスと地域資源を結びつ
け、高齢者が性別を問わず地域活動に
参加し、自立した生活を送れるよう、関
係各部署、地域包括支援センターと連
携し、地域包括ケアシステムの構築を
推進します。また、施設の入所状況を把
握し、介護保険施設、住宅型有料老人
ホーム、サービス付き高齢者向け住宅
入居者のサービス利用について調査し
ます。「自立支援型地域ケア会議」で
は、地域課題を抽出する場を設け、会議
の活性化を図ります。

54
高齢者介護に関する相談窓口
の充実

高齢者サービス課

団塊の世代の全員が75歳に到達する
2025年を迎え、男女ともに高齢者が
住み慣れた地域でいつまでも自分ら
しく生活を送ることを可能とするため、
適切な手続きやサービスに結び付け
ることができるよう、職員のスキルの向
上や窓口での対応マニュアル資料の
充実を図ります。また、地域包括支援
センター等の関係機関との連携を強
化し、相談窓口の充実を図ります。

異動職員に対する個別指導を実施し
ました。また、分野ごとの窓口業務対
応マニュアルを作成し、職員の窓口業
務対応のスキル向上を図り、係を超え
た連携強化を行いました。

【問題点・課題】
介護保険サービスは医療保険と同様
に、保険制度であるため、希望すれ
ば必ずしもサービスを利用できるも
のではなく、日常生活の中でできなく
なった部分を、元のように自分ででき
るように、一定期間の中で目標とする
生活を目指し、計画を立てて利用す
るものであることの啓発を継続する。
繰り返し来庁し、長時間にわたる対
応が必要になる市民への対応方法
が課題と考える。

【今後の工夫】
繰り返し来庁し、長時間にわたる対
応が必要になる市民への窓口対応
については、グループウェアの回覧機
能を使用し、係を超えた情報共有を
継続して行います。

団塊の世代の全員が75歳に到達する
2025年を迎え、男女ともに高齢者が
住み慣れた地域でいつまでも自分らし
く生活を送ることを可能とするため、適
切な手続きやサービスに結び付けるこ
とができるよう、職員のスキルの向上や
窓口での対応マニュアル資料の充実を
図ります。また、地域包括支援センター
等の関係機関との連携を強化し、相談
窓口の充実を図ります。

（３）リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康／権利）の理解促進

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

55
妊娠・出産期における女性の健
康支援

子育て世代包括支
援課

プレママパパ講座やリラックス講座
（R7年度からはマタニティヨガ講座）
の機会を活用し、出産に向けての準備
だけではなく、今後家族全体の生活が
変わることや健康維持に向けて準備
する必要がある視点を伝えていく。

プレママパパ講座は、妊娠中～産後の
生活についての内容を中心に実施し
た。
マタニティヨガ講座は、妊婦対象の講
座で、マタニティヨガを通して妊婦の心
と体をほぐす機会になった。また、妊婦
同士の交流会の時間も設けており、妊
娠中のマイナートラブルや出産に向け
ての体づくり、産後の生活の話も共有
できた。

【問題点・課題】
妊娠・出産に限定した内容の話が中
心になる。

【今後の工夫】
妊婦やその家族の健康管理が、これ
から生まれてくる子につながるため、
家族の健康の視点も取り入れてい
く。

出産を迎えて終了ではなく、将来の家
族の健康を意識してもらう機会ととら
え、家族全体の生活が変わることや健
康維持に向けた生活の視点を伝えてい
く。
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56 「性と生」に関する教育の充実 こども課

（大和）
様々な交流事業や取り組みの中で性
別・世代の関係なく、ひとりの人間とし
て受け入れる機会を設けます。

保育実習生・看護実習生等様々な交
流を実施します。年長児の就学前を対
象に保育所看護師による「性と生、
命」の話を絵本を使ってお知らせしま
す。

（大和）
様々な交流事業や取り組みの中で性
別・世代の関係なく、ひとりの人間とし
て受け入れる機会を設けます。

保育実習生・看護実習生等様々な交
流を実施します。年長児の就学前を対
象に保育所看護師による「性と生、
命」の話を絵本を使ってお知らせしま
す。

（大和）地域の高齢者との交流・小学
校との交流・地域と連携した防災訓
練等様々な事業を行うことができた。
年中児・年長児を対象に水遊びを行
う夏前に看護師による「だいじだいじ
どーこだ？」の絵本を用いてプライ
ベートゾーンに関して伝えた。また、
年長児を対象に「命」について伝え
た。

【問題点・課題】
3.4歳児が同じクラス内にいるため、年
少児との関わりの中で起こるトラブルも
考えられる
【今後の工夫】
年少児にも「だいじだいじどーこだ？」
の読み聞かせ等、簡単な内容で伝えて
いく。

56 「性と生」に関する教育の充実 学校教育課

保健体育や道徳の授業の中で、発達
段階に応じて性の違い、体のしくみ、
病気、避妊等の性に関する正しい知識
や命の大切さを伝えるための教育を
行っていきます。あわせて児童・生徒
が発達段階に応じて適切な行動がと
れるように教育プログラムや教材の研
究を進め、授業の振り返り（感想）な
どを通して、評価・改善を行います。

保健体育や道徳の授業の中で、発達
段階に応じて性の違い、体のしくみ、病
気、避妊等の性に関する正しい知識や
命の大切さを伝えるための教育を発
達段階の考慮しつつ行った。

【問題点・課題】
保護者への啓発
 

【今後の工夫】
学級・学年通信等活用して、保護者
への啓発を図る

保健体育や道徳の授業の中で、発達段
階に応じて性の違い、体のしくみ、病
気、避妊等の性に関する正しい知識や
命の大切さを伝えるための教育を行っ
ていきます。あわせて児童・生徒が発達
段階に応じて適切な行動がとれるよう
に教育プログラムや教材の研究を進
め、授業の振り返り（感想）などを通し
て、評価・改善を行います。また、学級・
学年通信等活用して、保護者への啓発
を図る

57
リプロダクティブ・ヘルス／ライ
ツに関する理解促進

子育て世代包括支
援課

様々な背景を持つ妊婦、家族が多くい
る。今後も安心して妊娠～出産を迎え
られ、子育てできる環境が整うよう、母
子健康手帳交付や妊婦電話相談、赤
ちゃん訪問等を通して寄り添い支援を
継続する。
また、地域サロンの巡回をする際に
は、
担当者や民生委員など、幅広い人と
交流を築き、もしもの時に頼ることが
できる存在を事前に把握し、社会資源
の整理・開発を行う。

母子健康手帳交付は513件
（R8.3.26時点）
継続支援が必要な妊婦や家庭へ可能
な限り早い段階で連絡をとり、関係を
構築してきた。こども課と連携し、情報
共有や包括的な支援を実施した。
地域サロンの巡回については、月に1
回程度実施ができた。また、９月には
担当者を一堂に集め、市が提供してい
るサービスや事業について詳しく説明
を行った。

【問題点・課題】

 
【今後の工夫】
引き続き定期的な地域サロンの巡回
を実施し、サロンの場で挙がってくる
保護者の声や担当者の意見をキャッ
チしやすい体制を作る。

様々な背景を持つ妊婦、家族が多くい
る。今後も安心して妊娠～出産を迎え、
子育てできる環境が整うよう、母子健康
手帳交付や妊婦電話相談、妊産婦教
室、赤ちゃん訪問等を通して寄り添い支
援を継続する。
また、年に１回実施しているサロンの交
流会では、市が伝えたい情報とサロン
のニーズ(前回開催分のアンケートも含
む)を十分に照らし合わせた上で内容
を検討し、実施する。

２　あらゆる暴力の根絶に向けた環境づくりの推進

（１）暴力防止に向けた啓発の促進
事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

58 ＤＶ防止に向けた啓発促進
男女共同参画推進
室

デートＤＶを未然に防ぐことを目的に、
市内の高校を対象に、デートＤＶ防止
講座を行います。

市内の２つの高校に事業実施の依頼
を行った結果、１校において講座を実
施しました。また、市内3中学校での男
女共同参画講座においても、デート
DVに関する内容を含む講座を実施し
ました。

【問題点・課題】
市内高校２校のうち１校は実施でき
ませんでした。

【今後の工夫】
未実施の高校に、デートDVについて
学ぶことの必要性を伝えていきます。

デートＤＶを未然に防ぐことを目的に、
市内の高校を対象に、デートＤＶ防止講
座を行います。
昨年未実施の学校に対しては、実施に
つながるよう、講座の必要性の説明を
行います。

58 ＤＶ防止に向けた啓発促進 人権政策課
学校関係や事業所に対して、デート
DVや性犯罪、性暴力防止の啓発と情
報提供を行う。

学校関係や事業所に性犯罪や性暴力
防止の情報提供を行った。人権擁護委
員もDV等の研修を受け啓発を行っ
た。

【問題点・課題】
人権擁護委員は啓発活動の中で、子
どもたちへの直接的な働きかけが難
しかった。
【今後の工夫】
「デートDV」「親しい関係でのDV」
など、年齢等に合わせた啓発を行う。

デートDVをはじめ。性犯罪、性暴力防
止の啓発と情報提供を行うとともに、人
権擁護委員とも連携した活動を行う。
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58 ＤＶ防止に向けた啓発促進 学校教育課

他の担当課と連携し、若い世代の男
女に対し、将来にわたりＤＶの加害者
にも被害者にもさせないために、中学
校におけるデートＤＶに関する学習方
法や学習教材を提供、周知し、積極的
に活用するよう呼びかけます。

情報モラル教育や、性暴力に関する授
業を行い、デートＤＶにはさまざまな種
類の暴力が含まれることを認識させる
ことができた。

【問題点・課題】
特になし
 
【今後の工夫】
特になし

他の担当課と連携し、若い世代の男女
に対し、将来にわたりＤＶの加害者にも
被害者にもさせないために、中学校に
おけるデートＤＶに関する学習方法や学
習教材を提供、周知し、積極的に活用
するよう呼びかけます。

59
被害者の保護・自立支援制度の
周知と情報提供

男女共同参画推進
室

被害者の保護と自立のため、庁内の
他の部署や外部の機関と連携しなが
ら、支援を行います。

庁内の他の部署で受けた相談につい
ても、必要に応じて情報共有を行い、
相談窓口等の情報提供を行ったり、外
部の機関との連携につなげたりしまし
た。

【問題点・課題】
迅速な対応。

【今後の工夫】
庁内の他部署にもあらかじめ外部機
関の相談窓口等を周知します。

被害者の保護と自立のため、庁内の他
の部署や外部の機関と連携しながら、
支援を行います。
迅速な対応を行うため、庁内の他部署
にもあらかじめ外部機関の相談窓口等
を周知します。

59
被害者の保護・自立支援制度の
周知と情報提供

市民課

支援措置の相談に来庁された方に限
らず、お悩みをお持ちの方に男女共同
参画推進室の「こころと生き方の相
談」窓口の周知を行う。

支援措置の相談に来庁された方に、
男女共同参画推進室への案内を行い
ました。

【問題点・課題】
特になし
【今後の工夫】
支援措置の相談に来庁された方に
限らず、お悩みをお持ちの方に男女
共同参画推進室への案内をよりいっ
そう行いたい。

支援措置はもちろん他の来庁者の方に
も、一人ひとりの状況やニーズに配慮
し、市民の方が安心して暮らすことがで
きるよう、適切な窓口、場所へ案内す
る。

59
被害者の保護・自立支援制度の
周知と情報提供

福祉課

令和7年度においても、引き続き、福
津市基幹相談支援センター内に障が
い者虐待防止センターを設置し、障が
い者虐待の予防及び早期発見、虐待
を受けた障がい者の保護等に対する
支援を行うため、関係機関との連携を
行う。事業所職員を介して当事者若し
くはその家族に対し虐待に対する正し
い認識が伝わるよう、実務にあたる事
業所職員等に対し、障がい児者虐待
に関する研修を引き続き実施する

福津市障害者虐待防止センターの対
応状況として、令和7年度は、延べ
526件の虐待対応、延べ3件の相談
対応を行った（令和8年1月末現在）。
また、障がい児者虐待に関する研修と
して、事業所内の虐待を防ぐコミュニ
ケーションの取り方に関する研修動画
を、事業所に向けて限定公開するな
ど、虐待防止啓発に取り組みを行っ
た。

【問題点・課題】
研修の実施については、単発で終わ
らせるのではなく、継続的な取り組み
が必要だと考える。

【今後の工夫】
障がい児者虐待防止については、毎
年、研修テーマや受講対象を見直し、
継続して啓発に当たらなければなら
ない。

令和8年度においても、引き続き、福津
市基幹相談支援センター内に障がい者
虐待防止センターを設置し、障がい者
虐待の予防及び早期発見、虐待を受け
た障がい者の保護等に対する支援を行
うため、関係機関との連携を行う。事業
所職員を介して当事者若しくはその家
族に対し虐待に対する正しい認識が伝
わるよう、実務にあたる事業所職員等
に対し、障がい児者虐待に関する研修
を引き続き実施する。

59
被害者の保護・自立支援制度の
周知と情報提供

高齢者サービス課

地域包括支援センターや関係機関と
連携しながら、高齢者虐待等の被害
者に対し、その状況に応じて迅速に対
応します。複合問題や世代間問題など
についても、庁内連携を深め、関係機
関との支援ネットワークの早期構築を
図ります。行政及び地域包括支援セン
ター職員も知識と対応力向上の為に
研修を受講し、専門職を含めた地域住
民等には周知の年度が途切れないよ
うに毎年研修会を開催し、対象の拡大
等を検討することで、より多くの人へ
の周知を図ります。

養護者による高齢者虐待として通報を
受ける件数が男女問わず増加してい
ます。養護者による高齢者虐待に関す
る研修を実施することで、特に要介護
認定者を支援している居宅介護支援
事業所からの通報件数が増加してい
ます。虐待通報の敷居が低くなること
で早期発見早期解決の促進につな
がっています。今後も深刻なケースに
発展する前に介入できるよう、高齢者
と関わることの多い介護支援専門員や
事業所職員、民生委員に対して虐待の
気づきのサイン・通報や相談の必要性
を継続して伝えていく必要があると考
えます。

【問題点・課題】
養護者による高齢者虐待の通報件
数が増加する中で、行政及び地域包
括支援センターで実施する虐待への
対応を的確かつ円滑に実施していく
ために、県等が実施する研修に参加
して知識を深めていくことが求められ
ます。また、それらによって得た知識
を専門職を含めた地域住民へ還元し
ていく取り組みも継続して実施してい
く必要があります。

【今後の工夫】
県等が開催する研修会への積極的
な参加をすることにより、虐待案件対
応者の対応能力の向上を図る。

地域包括支援センターや関係機関と連
携しながら、高齢者虐待等の被害者に
対し、その状況に応じて迅速に対応しま
す。複合問題や世代間問題などについ
ても、庁内連携を深め、関係機関との支
援ネットワークの早期構築を図ります。
行政及び地域包括支援センター職員も
知識と対応力向上の為に研修を受講
し、専門職を含めた地域住民等には周
知の年度が途切れないように毎年研修
会を開催し、対象の拡大等を検討する
ことで、より多くの人への周知を図りま
す。

59
被害者の保護・自立支援制度の
周知と情報提供

こども課

各関係機関と連携を図り、被害者の保
護と自立のための情報提供等の支援
を行います。また、こども家庭センター
の強みを活かして母子保健と一体的
な支援を行います。

（家児相）
支援措置の為の聞き取りを行い、市民
課と連携し、安全に生活できるよう支
援できた。また、宗像遠賀保健福祉環
境事務所と連携し、DV被害の母子を
安全な場所で生活ができるよう支援
できた。乳幼児健診未受診者及び特
定妊婦への対応は子育て包括支援課
と連携し、対応できた。

【問題点・課題】
（家児相）
知識や経験上、事例によって対応で
きる職員が限られる場合がある。
【今後の工夫】
（家児相）
経験がある職員と無い職員の2名体
制で対応し、知識や技術を継承して
いく。

（家児相）
支援措置の為の聞き取りを行い、市民
課と連携し、安全に生活できるよう支援
できた。また、宗像遠賀保健福祉環境
事務所と連携し、DV被害の母子を安全
な場所で生活ができるよう支援できた。
乳幼児健診未受診者及び特定妊婦へ
の対応は子育て包括支援課と連携し、
対応できた。
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(大和）関係機関との会議等を行い連
携を取りながら対応している
（家児相）
関係各所との連携はスムーズに行え、
早期発見に繋がる仕組みはできた。防
止の面では要保護児童対策地域協議
会の実務者研修会を年２回行い、具体
的な対応方法について共通認識を持
つことができている。

【問題点・課題】

(大和）関係機関との連携を行い、早
期の対応や支援を行っている。今後
も、関係各所との連携を持ち、対応を
行っていきたい。
(家児相）
今だしつけと称して手をあげる親や、
暴言、夫婦喧嘩が心理的虐待になる
といった認識のない親が多く、より一
層の啓発活動が必要だと感じてい
る。
【今後の工夫】
(家児相）
現在行っている啓発チラシを見直し、
より伝わりやすいようにする。

（大和）（家児相）
宗像児童相談所、宗像遠賀保健福祉
環境事務所、宗像警察署、市役所関係
各課、保育所、幼稚園、小・中学校、主
任児童委員と連絡を密に取り、虐待の
防止、早期発見に取り組みます。

（２）暴力防止に向けた支援体制の充実

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

60
被害者の保護・自立支援に向け
た体制の充実

男女共同参画推進
室

定期的にＤＶ等支援措置関係課長連
絡会議を開催し、事務手続きの確認を
含めて情報共有を図ります。
また、制度等に変更等があった際は、
随時対応します。

ＤV等支援措置関係連絡会議を開催
し、関係課の課長や担当者と、支援措
置制度の確認や、窓口での対応案件、
支援措置名簿の取扱いについて共有
化し、内閣府の対応マニュアルを参考
に、組織的に一致した対応をとるよう
にしました。

【問題点・課題】
関係課との情報共有の徹底

【今後の工夫】
今後も会議等により組織として対応
可能な体制を整備します。

定期的にＤＶ等支援措置関係課長連絡
会議を開催し、事務手続きの確認を含
めて情報共有を図ります。
また、制度等に変更等があった際は、随
時対応します。

61
児童虐待防止に向けた取り組み
の推進

こども課

（大和）
宗像児童相談所、宗像遠賀保健福祉
環境事務所、宗像警察署、市役所関
係各課、保育所、幼稚園、小・中学校、
主任児童委員と連絡を密に取り、虐待
の防止、早期発見に取り組みます。
（家児相）
宗像児童相談所、宗像遠賀保健福祉
環境事務所、宗像警察署、関係各課、
保育所、幼稚園、小・中学校、主任児
童委員と連絡を密にとり、虐待の防
止、早期発見に取り組みます。

(大和）関係機関との会議等を行い連
携を取りながら対応している
（家児相）
関係各所との連携はスムーズに行え、
早期発見に繋がる仕組みはできた。防
止の面では要保護児童対策地域協議
会の実務者研修会を年２回行い、具体
的な対応方法について共通認識を持
つことができている。

【問題点・課題】

(大和）関係機関との連携を行い、早
期の対応や支援を行っている。今後
も、関係各所との連携を持ち、対応を
行っていきたい。
(家児相）
今だしつけと称して手をあげる親や、
暴言、夫婦喧嘩が心理的虐待になる
といった認識のない親が多く、より一
層の啓発活動が必要だと感じてい
る。
【今後の工夫】
(家児相）
現在行っている啓発チラシを見直し、
より伝わりやすいようにする。

（大和）（家児相）
宗像児童相談所、宗像遠賀保健福祉
環境事務所、宗像警察署、市役所関係
各課、保育所、幼稚園、小・中学校、主
任児童委員と連絡を密に取り、虐待の
防止、早期発見に取り組みます。
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61
児童虐待防止に向けた取り組み
の推進

子育て世代包括支
援課

特定妊婦、児の安否確認がとれない
ケースや養育環境が心配なケースに
ついては、こども課の家庭児童相談員
や保育園・幼稚園、児童相談所等の
関係機関と連携を図る。
また定期的にケース会議を行い、各課
との情報共有・役割分担の明確化を
行い、事案ごとにチームを組織し支援
計画に沿って行動する。
特定妊婦においては母子健康手帳交
付よりきめ細やかな観察・見守り・支
援を行い、状況に応じて相談窓口の紹
介を行うとともに相談しやすい関係づ
くりに努める。相談窓口は面談・電話
だけにとどまらず、メールやライン等の
やり取りで相談に応じたり、アプリから
相談予約の受付を行う等を行う。

特定妊婦については地区担当保健師
を中心に、こども課との定期的な会議
で情報共有を行い、今後の見通しにつ
いて支援計画を検討、状況に応じて支
援計画を再立案し支援を実施した。ま
た妊婦自身にも支援内容がわかるよう
に紙面で支援計画の提示を行った。
こども包括会議や要保護児童対策協
議会にて定期的に情報共有を行い、
各関係機関の共通認識を高めた。
アプリ等から随時相談を受付、年中ア
ンケートを実施し、保護者対象の相談
会を開催する等を行った。

【問題点・課題】

【今後の工夫】
引き続き支援者の生活スタイルに合
わせた支援方法で介入を行う。

特定妊婦、児の安否確認がとれない
ケースや養育環境が心配なケースにつ
いては、こども課の家庭児童相談員や
保育園・幼稚園、児童相談所等の関係
機関と連携を図る。
また定期的にケース会議を行い、各課
との情報共有・役割分担の明確化を行
い、事案ごとにチームを組織し支援計
画に沿って行動する。
特定妊婦においては、母子健康手帳交
付よりきめ細やかな観察・見守り・支援
を行い、状況に応じて相談窓口の紹介
を行うとともに、相談しやすい関係づく
りに努める。相談窓口は面談・電話の
ほか、メール等のやりとりで相談に応
じ、アプリから相談予約の受付を行う
等、相談しやすい体制づくりに努める。
年中アンケートの実施に伴い、園との連
携強化を図る。

61
児童虐待防止に向けた取り組み
の推進

学校教育課

①学校との連絡体制の整備②児童相
談所・家庭児童相談所との緊密な連
携③ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ・指
導主事による相談体制の構築④サ
ポート会議による対応の協議を徹底
し、児童虐待の早期発見、児童虐待防
止に向けた啓発活動に取り組みます。

①小中学校で開催している月1回定
例のサポート会議へ担当指導主事が
参加し、適宜情報共有したり指導係
ミーティングでの情報共有を図ったり
している。
②各校での虐待等の疑義が生じた場
合、その情報を確実に家児相及び児
童相談所へ確実につなげている。
③スクールカウンセラーの相談件数は
1713件であり、多いもので、不登校
の相談が約４割、心身の健康・保健の
相談が約３割を占めていた。
スクールソーシャルワーカーの相談件
数は273件であり、多いもので、不登
校の相談が約3割5分、発達障害等に
関する問題は約２割となっている。
④非常勤指導3人によるサポート会議
は毎月１回ずつされており、現在は、不
登校支援がほとんどであり、、虐待関
係そのものは若干件数であった。

【問題点・課題】
児童相談所の対応に遅れが生じてい
る。
 

【今後の工夫】
特になし ①学校との連絡体制の整備②児童相

談所・家庭児童相談所との緊密な連携
③ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ・指導
主事による相談体制の構築④サポート
会議による対応の協議を徹底し、児童
虐待の早期発見、児童虐待防止に向け
た啓発活動に取り組みます。

（３）相談体制の充実
事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

62 庁内相談体制の充実
男女共同参画推進
室

当推進室が、研修等で取得した知識
や情報を関係部署との情報共有のた
め、各連絡会議等で分かり易く伝え
る。
また、関係部署の負担軽減のため、各
連絡会議を統合し回数を減らす。

ＤV等支援措置関係連絡会議を開催
し、関係課の課長や担当者と、窓口で
の対応案件等を共有化しました。実際
に加害者が来庁し、被害者が相談に
来たかどうかを尋ねに来た事例につ
いても情報共有し、守秘義務の徹底を
再度呼びかけました。

【問題点・課題】
会議での情報共有内容が一定化し
ている。

【今後の工夫】
より分かりやすく、実務に活用できる
よう会議資料の整理を検討します。

当推進室が、研修等で取得した知識や
情報を関係部署との情報共有のため、
各連絡会議等で分かり易く伝える。
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63 女性のための法律相談の実施
男女共同参画推進
室

市内在住の女性を対象にした無料法
律相談を年間４回（５月・８月・１１月・
２月）実施します。

相談件数は、年間で相談枠16件のう
ち1５件でした。今年度も、離婚に関す
る相談が多くなっています。
実施時期と相談したい時期が合わな
い方には人権政策課で実施している
無料法律相談を案内しました。

【問題点・課題】
相談枠に対し、相談予約希望者は概
ね同数でしたが、1件だけ相談枠が
埋まらない回がありました。

【今後の工夫】
相談枠が埋まらない場合は人権政策
課の無料法律相談に来られた女性に
対しても、女性のための無料法律相
談を紹介します。

市内在住の女性を対象にした無料法律
相談を年間４回（５月・８月・１１月・２
月）実施します。

64 ふくつ女性ホットラインの活用
男女共同参画推進
室

ＮＰＯ法人福岡ジェンダー研究所に委
託して、ホットラインを設置します。
広報紙やチラシ等での周知のほか、
校長会、園長会、各推進委員会など
様々な場で周知します。また、庁舎内
においても、男女共同参画推進員会
議やＤＶ等支援措置関係課長連絡会
議、ＤＶ等支援措置窓口担当者会議
等でホットラインの活用について周知
していきます。

ＮＰＯ法人福岡ジェンダー研究所に委
託して、ホットラインを設置しました。
広報紙やチラシ等での周知のほか、校
長会、園長会、各推進委員会など様々
な場で周知し、また、庁舎内において
も、男女共同参画推進員会議やＤＶ等
支援措置関係課長連絡会議、ＤＶ等支
援措置窓口担当者会議等でホットライ
ンの活用について周知しました。
相談件数や内容等の状況については
報告書で確認し集計しています。

【問題点・課題】
相談受付を女性に限定している

【今後の工夫】
男性相談については県の相談窓口を
紹介します。ふくつ女性ホットライン
の周知と共に県の相談窓口について
も周知を行います。

ＮＰＯ法人福岡ジェンダー研究所に委
託して、ホットラインを設置します。
庁舎内外への周知を行い、活用を呼び
かけます。

Ⅴ　あらゆる場面で男女がともに参画できる環境づくり

１　政策・方針決定の場での男女共同参画の推進

（１）審議会等への女性参画の促進

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

65
審議会・委員会等への女性の積
極的登用

男女共同参画推進
室

市が設置する審議会等について、女
性の積極的登用が進められるよう、審
議会委員数調査継続して他部署に働
きかけていきます。

男女共同参画地域推進委員で審議会
におけるクオータ制について説明して
います。審議会委員の人数について各
課に調査すると共に、「福津市附属機
関の委員の委嘱基準等に関する規
定」や「福津市男女がともに歩むまち
づくり基本条例」のクオーター制に関
する部分をあらためて周知し、男女に
偏らない積極的登用につながるよう働
きかけています。

【問題点・課題】
個別の事情により、女性の登用が難
しい場合もあるようですが、女性の登
用率が進んでいない審議会がありま
す。

【今後の工夫】
女性の登用が進んでいない一部の
審議会等についても、担当課から事
情を聞きながら、少しずつ改善が図ら
れるよう取り組んでいきます。

市が設置する審議会等について、女性
の積極的登用が進められるよう、審議
会委員数調査の際に改めて制度周知
を行うなど他部署に働きかけていきま
す。

66 委員公募制の推進 総務課

委員を公募する際に、広報紙や市ホー
ムページはもちろんのこと、SNSの活
用等、市のあらゆる広報媒体を用いて
実施していきます。

令和7年度は令和8年1月に9つの附
属機関の委員の公募を実施し、22名
の応募がありました。なお、今回から書
面による受付だけでなく、オンラインに
よる受付も開始し、自宅等からいつで
も応募できるようにしました。

【問題点・課題】
募集にあたっては、専門知識等は求
めず「１人の市民として」審議等に参
加していただくことを明記することや、
オンラインによる受付を導入するこ
と、委員となった場合に託児を利用
できることなどを周知しましたが、結
果として1人の応募もない附属機関
もありました。

【今後の工夫】
募集の際に掲載する各附属機関の
設置目的に関する説明文や、書類選
考の際に提出してもらう小論文の
テーマをより分かりやすい身近なも
のにする必要があると考えます。

書面とオンラインによる2つの募集方法
や、広報やホームページ、SNSでの周
知を継続しながら、附属機関の所管課
に対し、1人でも多くの応募をいただけ
るよう、公募による委員の選考方法の
見直しを行うように働きかけます。
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67 定期的な登用状況の調査・公表
男女共同参画推進
室

他部署に協力を仰ぎながら、年度末に
調査を行い、結果を公表します。

審議会委員等の女性登用率は、３９．
１％(令和８年３月末)となりました。年
次報告書等により、市ホームページで
公表を行います。

【問題点・課題】
個別の事情により、女性の登用が難
しい場合もあるようですが、女性の登
用率が進んでいない審議会がありま
す。

【今後の工夫】
女性の登用が進んでいない一部の
審議会等についても、担当課から事
情を聞きながら、少しずつ改善が図ら
れるよう取り組んでいきます。

他部署に協力を仰ぎながら、年度末に
調査を行い、結果を公表します。

68
政策・方針決定過程への女性の
参画拡大に向けた意識啓発

男女共同参画推進
室

男女共同参画地域推進委員を通し
て、出前講座の利用を呼びかけるとと
もに、郷育カレッジ講座や主催事業等
の機会も活用して、継続して地域にお
ける女性の登用を訴えていきます。

男女共同参画地域推進委員等を通じ
て、男女共同参画推進室が行う講座
等を周知し、参加を促し、出前講座の
開催を呼びかけました。また、出前講
座等で女性の登用の必要性を伝えま
した。

【問題点・課題】
出前講座の開催機会の確保

【今後の工夫】
丁寧な趣旨説明等により、積極的に
出前講座の周知をしていきます。

男女共同参画地域推進委員を通して、
出前講座の利用を呼びかけるとともに、
郷育カレッジ講座や主催事業等の機会
も活用して、継続して地域における女性
の登用を訴えていきます。

（２）政治への女性参画の促進

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

69
選挙の投票率を高めるための選
挙啓発の充実

総務課

　出前講座の要請に対しては、適宜対
応します。小中学校へは引き続きポス
ターコンクールへの応募を依頼し前年
度以上の応募を募り、主権者教育の
観点で周知していく。
　また、期日前投票投票立会人の募集
も今年度末で更新のため実施する。

出前講座については、要請がなかった
ため、開催できませんでした。
ポスターコンクールについては、各学
校長に依頼し、夏休みの課題として設
定いただいた学校もあり、計131人の
児童・生徒に作品制作に取り組んでい
ただきました。
令和8・9年度の期日前投票立会人の
募集については、66人の応募があり
ました。

【問題点・課題】
出前講座については、まちづくり講座
（出前編）のメニューの1つとして設
定していますが、この数年、団体等か
らの要請がないため、開催に至って
いません。
2年に一度実施している期日前投票
立会人の募集については、選任事務
には影響がないものの、年々、応募者
が減少しています。

【今後の工夫】
選挙啓発は、ただ単に選挙制度を周
知するのではなく、対象者ごとに伝え
方を工夫する必要があります。

○出前講座
　開催の要望があった場合には、単なる
選挙制度の紹介だけではなく、対象者
に応じて分かりやすい言葉を用いて実
施します。

○ポスターコンクール
　引き続き、各小中学校に協力していた
だき、今後、社会を担う有権者となる児
童・生徒に明るい選挙の関するポス
ター作品の制作に取り組んでもらいま
す。また、優秀な作品を令和8年12月
27日執行の福津市議会議員一般選挙
での啓発に活用します。

70 市議会への傍聴推進 議事課

引き続き、議会に関心がある人の傍聴
機会をより確保するために、インター
ネット中継の公開する旨が定まれば対
応できるよう、設備を確保し、準備を整
える。

委員会は原則非公開とされているた
め、議会基本条例で盛り込まれる常任
委員会を公開とする条文に基づいてイ
ンターネット中継を行うことを検討し
た。

【問題点・課題】
令和７年度中に議会基本条例が制
定に至らず、根拠を確立できなかっ
た。
【今後の工夫】
予算審査特別委員会、決算審査特別
委員会の中継は問題なくできている
ので、今後も継続し、傍聴機会を確保
する。

引き続き、議会に関心がある人の傍聴
機会をより確保するために、常任委員
会のインターネット中継をする旨が定ま
れば、対応できるよう準備を整える。

71 政治学級への参加促進 総務課 事業廃止 （事業廃止） （事業廃止） （事業廃止）
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２　男女共同参画を推進する人材の育成

（１）女性リーダー育成の促進

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

72 女性リーダーの交流会の実施
男女共同参画推進
室

人材育成セミナーと統合して実施し、
講師や内容を検討しながら、参加した
女性たちが地域や会議など意思決定
の場に踏み出していけるような取り組
みを行います。

「女性リーダー」だけの交流会は困難
でした。その代わりにはならないかもし
れませんが、人材育成セミナーなどの
各種イベント・講座において、参加者の
交流や地域などの意思決定の場に踏
み出していけるような事業を推進しま
した。

【問題点・課題】
女性が、どれだけ意思決定の場へ参
加できたのか、数を把握するのは困
難だと思われる。
 
【今後の工夫】
右記のとおり

地域推進員会議など、地域における各
種団体の女性メンバー同士で交流でき
る機会を設ける。その機会に意見交換
や交流を行うことで、女性リーダーの育
成及び地域活動における女性の参画に
つながるよう各種イベントや講座を実施
する。

73 女性リーダー養成講座の実施
男女共同参画推進
室

地域やグループの中で生かせるスキ
ルを見つける機会として、テーマ等に
工夫しつつ、実施します。

今年度は、左記の目標を達成するた
め、県が主催する「男女共同参画視点
の災害対応力向上講座」に、女性が８
名参加されました。

【問題点・課題】
講座は、地域でも関心が高い内容で
分かりやすいものであったが、各参加
者のその後の活動が把握できていま
せん。
【今後の工夫】
その時代や社会情勢による需要が何
かを見つけていきたい。

女性が、地域や職場での意思決定の場
に踏み出していけるような講座を提案
します。

（２）男女共同参画の視点に立った人材育成セミナー等の実施

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

74 女性人材育成セミナーの実施
男女共同参画推進
室

女性の審議会登用拡大を意識して、
テーマ等を工夫しながら実施します。
また、男性への意識付けは、女性の参
画拡大の基礎となるものと考えますの
で、男性への周知・啓発の機会も考え
ていきます。周知には広報、ライン、
フェイスブック等を積極的に活用し、多
くのかたに見ていただき、かつ、誰もが
理解しやすく、関心を持っていただけ
るような情報発信を行います。

今年度は、左記の目標を達成するた
め、県が主催する「男女共同参画視点
の災害対応力向上講座」に、女性が８
名参加されました。

【問題点・課題】
講座は、地域でも関心が高い内容で
分かりやすいものであったが、各参加
者のその後の活動が把握できていま
せん。
【今後の工夫】
その時代や社会情勢による需要が何
かを見つけていきたい。

人材育成セミナーを通じた女性の資質
向上や人材育成を進めます

75
男女共同参画ワーキング会議の
設置

男女共同参画推進
室

今年度も市が設定した男女共同参画
促進施策に関するテーマについて、男
女共同参画ワーキング会議を設置し、
継続して調査研究を進めます。

今年度は、自分を見つめ直しこれから
の自分や周囲の人への接し方などを
考えていこうという趣旨で「マイライフ
ノートづくり」講座を実施し、1８名が参
加されました。ターゲットは、狙い通り
子育てがひと段落した40代から定年
退職されセカンドキャリアを考える60
～70代が多く参加されました。

【問題点・課題】【今後の工夫】
開催日は、60代以下の現役世代の
参加を考慮して土曜日開催を試みま
した。
しかし、一部の参加者は、開催数が3
回（3日間）であったことが原因なの
か、すべての回に参加することができ
ませんでした。

引き続き、男女共同参画促進施策に関
するテーマについて、男女共同参画
ワーキング会議を設置し、グループワー
クなどをとおして継続して男女共同参
画の推進や調査研究を進めます。

76
公募型男女共同参画講座の実
施

男女共同参画推進
室

男女共同参画地域推進委員等にご協
力いただきながら、講座の受け入れを
検討いただくとともに、引き続き、郷育
カレッジの講座も実施します。

今年度は、大和１区シニアクラブから
要望があり、男女共同参画を推進する
『学ぼう！男女がともに歩むまちづく
り』という「出前講座」を実施しました。
その他、郷育カレッジ講座の中の１講
座として、男女共同参画講座を市中央
公民館で実施しました。

【問題点・課題】【今後の工夫】
シニア世代など、あらゆる世代に対
応できる出前講座を行う必要があり
ます。そのための時間配分やパワー
ポイント（資料）の作成を工夫してい
きます。

あらゆる世代に対応できる出前講座を
行う必要があるため、テーマそのものや
パワーポイントなど分かりやすく伝わり
やすい資料の作成に努めます。
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計画の推進

１　模範となり率先して行う市の取り組み

（１）市職員の男女共同参画意識の確立

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

77
男女がともに歩むまちづくり条
例の市職員への周知徹底

男女共同参画推進
室

男女共同参画推進委員会や新人職員
研修の開催を通じて、職員への条例の
周知を図り、男女共同参画に関わる
テーマの学習の機会を作ります。条例
の意義を今一度見直す機会を設け、
引き続き、職員の意識醸成を促しま
す。

男女共同参画推進委員会や新人職員
研修の場で、条例や都市宣言を取り上
げ、周知を行いました。また、併せて男
女共同参画に関わるテーマを取扱い、
市の男女共同参画の取り組みについ
て説明しました。各課への審議会等の
クオーター制の調査依頼時にも、男女
がともに歩むまちづくり条例の関連条
文の説明を行いました。

【問題点・課題】
職員の理解促進

【今後の工夫】
今後も職員に対する研修を継続しま
す。説明を行う研修資料等を具体的
で、分かりやすいものとなるよう作成
します。

男女共同参画推進委員会や新人職員
研修の開催を通じて、職員への条例の
周知を図り、男女共同参画に関わる
テーマの学習の機会を作ります。条例
の意義を今一度見直す機会を設け、引
き続き、職員の意識醸成を促します。

78 ハラスメント防止対策の推進
男女共同参画推進
室

ハラスメント問題が発生することのな
いように、ハラスメント相談窓口の人
事秘書課と協力し、ハラスメント防止
の周知を行います。また、男女共同参
画推進室の職員はハラスメント相談員
でもあるため、相談員研修を受講し、
適切な相談対応がとれるようにしま
す。

相談員の研修は受講済みです。
男女共同参画推進委員会を通じて、
取り組みの周知を行ったほか、新規採
用職員研修では、被害者になったとき
の相談窓口があることを伝えると同時
に相談しやすい雰囲気作りに努めまし
た。

【問題点・課題】【今後の工夫】
今後も職員からの相談を受け付けや
すい体制づくりに努めます。
市民向けには、別事業において広報
紙やSNSでハラスメント防止の記事
を掲載することを検討します。

各種ハラスメントの発生や職員が加害
者にもならない職場づくりに向け、ハラ
スメント相談窓口の人事課と協力し、ハ
ラスメント防止の周知を行います。ま
た、男女共同参画推進室の職員はハラ
スメント相談員でもあるため、相談員研
修を受講し、適切な相談対応がとれる
ようにします。

78 ハラスメント防止対策の推進 人事課

パワハラだけでなくカスハラ等につい
ての内容も含めたハラスメントに対す
る予防研修を２回実施します。引き続
き相談員研修も実施します。
ハラスメント防止の啓発のために全職
員に対し情報発信を行います。

カスハラについての研修を管理職向け
に実施しました(受講者37名)。ハラス
メント予防研修を２回実施し(受講者
56名)、受講者には、研修後所属課で
回覧をするなど内容を周知することと
し、組織全体の啓発に繋げています。
相談員研修では、相談を受けるにあた
り注意すべき点や事例、またノウハウ
を学びました。
ハラスメント防止の周知啓発について
全職員向けに２回実施しました。

【問題点・課題】
ハラスメントの予防研修は自身が加
害者または被害者になりうることを意
識してもらう必要があるが、隔年ごと
などの定期的な受講につながってい
ない。
【今後の工夫】
全職員が定期的に受講できるよう、
受講方法を検討する。

令和８年度中にカスハラについて事業
主の対応が義務となるため、対策のマ
ニュアル等整備する予定です。
併せてハラスメント予防研修、相談員研
修も引き続き実施し、ハラスメント予防
研修については対面研修だけでなく動
画等での受講も検討します。
ハラスメント防止の周知啓発について
は、引き続き定期的な情報発信を行い
ます。

79
男女共同参画に関する職員研
修の充実

人事課

男女共同参画研修については、5月に
新採職員と2年目職員に対し、あすば
るでの県主催の「行政職員のための
男女共同参画セミナー」を、10月頃
に、新採職員に対し、庁内研修を受講
させます。
他職員には、男女共同参画講座等の
情報などの受講案内を行います。

新採職員対象に、男女共同参画研修
を2回開催しました(受講者49名)。ア
ンケート結果では、クロスロードを用い
た研修の中での、グループワークにお
ける意見交換が、理解の促進につな
がったとの回答がありました。

【問題点・課題】
研修ではグループワークによる意見
交換が学びになるとの意見が多く、
今後も継続したい。一方であすばる
での終日研修は、時間的負担が大き
いとの声もある。
【今後の工夫】
あすばる、他団体のオンライン研修等
についても検討する。

男女共同参画研修については、新採職
員に対し庁内研修を実施します。
また、今後は市男女共同参画推進室や
他団体が実施する講座の受講について
検討します。
他職員には、男女共同参画講座等の情
報提供を引き続き行います。
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80
特定事業主行動計画「み・ら・い
行動計画」の推進

人事課

全職員へのアンケート調査を実施しま
す。その結果をもとに計画の推進にお
ける現状や課題を把握したうえで今後
の取り組みや目標を見直します。ワー
クライフバランスを職場全体で支援で
きる体制を整えられるよう、職員へ広く
周知していきます。

全職員へのアンケートでは、ハラスメン
トに関する設問を増やし実施しました。
計画では、管理職、各職員、人事担当
とそれぞれの立場で取り組むべき内容
を具体的に記載し、全職員に周知しま
した。

【問題点・課題】
職員の認知度がやや低い状況です。
今後も継続して周知を行い、育休や
介護休暇などを取得している対象職
員だけでなく、すべての職員への継
続的な意識付けが必要です。
【今後の工夫】
改定後の計画記載のそれぞれの立
場で具体的に取り組むべき内容につ
いて、適時周知啓発します。

行動計画については職員全体に周知を
行うほか、管理職に対しては必要に応
じて目標や取り組み内容について説明
を行うなどして計画を推進します。

81
男女の職域拡大と女性の管理
職への登用促進

人事課

「管理職＝長時間労働」などのネガ
ティブイメージを払拭するための業務
の見直しや柔軟性を考慮した働き方
について検討する。
年齢や性別、職位に応じた人材登用
が行われるよう、マネジメントに関する
研修等を実施します。

登用や人材配置は、引き続き、性別に
とらわれないよう配慮し行いました。
また、柔軟性を考慮した働き方として
時差出勤制度を7月より開始しまし
た。
令和７年度はカスハラ研修を実施した
ため、マネジメントに関する研修等実
施できませんでした。

【問題点・課題】
働き方について柔軟に対応できる制
度、時差出勤を導入しましたが、より
働き方の柔軟性を持たせた制度が必
要と考えます。

【今後の工夫】
より働きやすい環境を整備するため、
フレックスタイム制度の導入について
検討します。

令和6年度に目標としていた「昇任試
験制度」の見直しについては、再度必
要性について再考する必要があるとた
め、今後継続性を含め引き続き検討し
ます。
男女関係なく働きやすい環境をつくる
ために、柔軟性を考慮した働き方を検
討します。
また、年齢や性別、職位に応じた人材
登用が行われるよう、令和8年度はマネ
ジメントに関する研修等を実施します。

82
男女共同参画の視点に配慮し
た広報の作成

広報秘書課

引き続き、男女共同参画の視点に配
慮した広報紙およびホームページ制
作を行います。表紙、裏表紙、特集で
の登場人物は、男性ばかり、女性ばか
りにならないよう、企画段階から配慮
し、担当部署との打ち合わせを行う。

多様な男女を登場させ、性別で偏らな
いよう配慮した。広報紙面において、
表紙・裏表紙・特集に大きく登場した
人数を数えたところ、男性64人、女性
50人となった。

【問題点・課題】
職場体験の特集などで、良く撮れた
写真での選別をしたところ、男性が女
性の倍の人数採用されていた。常に
男女比に気を配らなければならな
い。

【今後の工夫】
インタビューの取材だけでなく、撮影
のみの取材だけのときも男女比を念
頭に置いておくこと。

引き続き、男女共同参画の視点に配慮
した広報紙およびホームページ制作を
行います。表紙、裏表紙、特集での登場
人物は、男性ばかり、女性ばかりになら
ないよう、企画段階から配慮し、担当部
署との打ち合わせを行う。
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２　推進体制の充実

（１）庁内推進体制の充実

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

83
男女共同参画推進本部体制の
充実

男女共同参画推進
室

この男女共同参画推進事業実施状況
一覧およびシートが、調査・評価しや
すいように分かり易く改善する。
また、各課の推進委員の負担にならな
いようバランスを取る。

この男女共同参画推進事業実施状況
一覧およびシートについて、調査・評
価しやすいように、入力上の注意点等
を整理した資料を作成し説明を行っ
た。

【問題点・課題】
各分野を横断する進行管理

【今後の工夫】
評価状況や目標等、庁内の推進状況
の把握

男女共同参画推進事業実施状況一覧
およびシートにより、進捗状況の調査・
評価を行うとともに、全体の状況把握に
つなげる。

84
男女共同参画推進委員会の充
実

男女共同参画推進
室

第２次プランが各部署において適切
に進められるように、男女共同参画推
進委員を中心に取り組んでいくよう、
推進員会議を開催するなどして働きか
けていきます。

男女共同参画推進委員会において、
第２次プランが各部署において適切に
進められるように説明を行い、働きか
けました。各部署での意識啓発につな
がるよう研修を行いました。

【問題点・課題】
各課での意識啓発の取組

【今後の工夫】
委員会の事項を部署内で共有しても
らうなどにより、委員を中心に推進の
取組につなげてもらう。

第２次プランが各部署において適切に
進められるように、また、意識啓発等、
男女共同参画推進委員を中心に取り
組んでいくよう、推進員会議を開催する
などして働きかけていきます。

85 男女共同参画審議会の設置
男女共同参画推進
室

審議会委員から、市の施策に対し多
様なご意見がいただけるように、また、
審議会委員がスムーズに評価・点検
作業が行えるように、適切な情報提供
を行っていきます。

令和6年度事業について、審議会で点
検・評価を行いました。審議会委員か
らのご意見は、男女共同参画推進委
員会議を開催して各課に通知し、令和
7年度事業の進捗管理や令和8年度
の目標設定等に活用されました。
また、今年度からの取り組みとして、
89事業の中から２事業をピックアップ
して、審議会の中で重点的に審議しま
した。

【問題点・課題】【今後の工夫】
各課の取組み、課題、工夫、目標設
定などの記入について、具体的な記
載が行われていませんでした。審議
会の意見を反映した目標になるよう
に年度末の実施状況シートの記入方
法や留意点を変更しました。

審議会は、審議会委員から市の施策に
対し多様な意見をいただける運営に努
めます。また、審議会委員がスムーズに
評価・点検作業が行えるように、適切な
情報提供を行っていきます。
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（２）プランの進捗管理と情報の公表

事業
番号

事業名 担当課 令和7年度実施目標 具体的な取組み内容 問題点・課題・今後の工夫 令和8年度目標設定 男女共同参画審議会意見

86
男女共同参画推進状況報告書
（年次報告書）の作成と公表

男女共同参画推進
室

年度内の各事業を適宜記録していき
ながら、わかりやすく、見やすい報告書
の作成を行います。

文章表現だけでなく、イラストや写真を
活用して構成を行いました。

【問題点・課題】
特にありません。

【今後の工夫】
継続して、構成、掲載方法を検討しま
す。

年度内の各事業を適宜記録していきな
がら、簡潔明瞭な報告書の作成を行い
ます。

87
男女共同参画促進施策の議会
への報告

男女共同参画推進
室

例年通り、全員協議会の中で報告しま
す。

例年通り、9月の全員協議会で、令和
6年度男女がともに歩むまちづくり報
告書を提出し、報告しました。また、
ホームページに掲載し、市民に公表し
ました。

【問題点・課題】
ホームページに掲載する際に、一括
の分と、分野ごとに分けるPDFを作
成すしています。

【今後の工夫】
ホームページで、市民が検索しやす
いように検索カテゴリーを増やしま
す。

9月の全員協議会の中で、年次報告書
を提出（報告）します。

88
男女共同参画社会に関する住
民意識調査の実施

男女共同参画推進
室

令和7年度の「男女共同参画プラン・
ふくつ」第３次計画策定に向けた市民
意識調査を実施します。
また、他自治体のプラン策定実施状況
等の情報収集を行います。

市民意識調査は、業者委託が出来ず
担当部署が独自に行うこととなりまし
たが、九州産業大学との共同研究とい
う形でなんとか実施することが出来ま
した。

【問題点・課題】
予定よりスケジュールが遅れました。
【今後の工夫】
担当者のスキルアップが必要

本年度は、実施対象外です。

89 プランの策定・見直し
男女共同参画推進
室

令和7年度の「男女共同参画プラン・
ふくつ」第３次計画策定に向けた市民
意識調査を実施します。
また、他自治体のプラン策定実施状況
等の情報収集を行います。

プラン策定・見直しの年ではなかった
ので取り組んでいません。

【問題点・課題】【今後の工夫】
今年度はプランの策定・見直し作業
はありませんでした。

・他自治体のプラン策定実施状況等の
情報収集を行います。
・実効性のあるプランづくりに努めます

.
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